
大
藤
の
満
開
を
願い

　
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
手
で
植
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、
樹

齢
６
０
０
余
年
を
誇
る
国
指
定
天
然
記
念
物「
黒
木
の
大
藤
」。

そ
の
藤
の
花
の
開
花
と
４
月
18
日
㈬
か
ら
始
ま
る
「
八
女
黒

木
大
藤
ま
つ
り
」
の
成
功
を
願
う
「
藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
」

が
４
月
16
日
㈪
、素
戔
嗚
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。神
事
の
後
、

三
田
村
市
長
ら
３
人
が
藤
の
根
元
に
神
酒
を
注
ぎ
ま
し
た
。

大
藤
の
満
開
を
願い

　
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
手
で
植
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、
樹

齢
６
０
０
余
年
を
誇
る
国
指
定
天
然
記
念
物「
黒
木
の
大
藤
」。

そ
の
藤
の
花
の
開
花
と
４
月
18
日
㈬
か
ら
始
ま
る
「
八
女
黒

木
大
藤
ま
つ
り
」
の
成
功
を
願
う
「
藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
」

が
４
月
16
日
㈪
、素
戔
嗚
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。神
事
の
後
、

三
田
村
市
長
ら
３
人
が
藤
の
根
元
に
神
酒
を
注
ぎ
ま
し
た
。
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2　2012.5.1　広報やめ

八
女
・
奥
八
女
の
魅
力
を
凝
縮

八
女
観
光
物
産
館
「
と
き
め
き
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

八
女
観
光
物
産
館
「
と
き
め
き
」

が
４
月
14
日
㈯
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
15
日
㈰
に
か
け
て
行
わ

れ
た
オ
ー
プ
ン
記
念
フ
ェ
ア
に
は
、
両

日
あ
わ
せ
て
約
８
０
０
０
人
が
来
場

し
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

八
女
消
防
本
部
の
炎
太
鼓
の
力
強

い
演
奏
で
幕
を
開
け
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
三
田
村
市
長
は
「
八
女

の
観
光
施
設
の
拠
点
と
し
て
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
店
内
は

多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
物
産
館
前
の
特
設
コ
ー
ナ

ー
で
は
、直
売
所
日
本
一
に
な
っ
た
「
道

の
駅
た
ち
ば
な
」
に
よ
る
朝
掘
り
た
け

の
こ
な
ど
野
菜
の
出
張
販
売
、
上
陽
や

矢
部
の
特
産
品
の
対
面
販
売
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
時
オ
ー
プ
ン
し
た
テ
ナ

ン
ト
「
ふ
く
ち
ゃ
ん
」
で
は
だ
ご
汁
や

い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
が
販
売
さ
れ
、
た
く

さ
ん
の
人
が
八
女
の
お
ふ
く
ろ
の
味
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
近
所
の
女
性
は

「
人
が
多
く
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
ま
た
ゆ
っ
く
り
見
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
物
産
館
「
と
き
め
き
」
は
、
市

内
の
観
光
情
報
を
発
信
す
る
観
光
案

内
所
、
来
館
者
に
く
つ
ろ
い
で
も
ら
え

る
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
多
目
的
ト
イ
レ
も

併
設
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
観
光
物
産
館

「
と
き
め
き
」（
☎
２
２
・
７
７
３
０
）

ぎ
ゅ
っ
と

【
写
真
】関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー

プ
ン
し
た
物
産
館
。
開
店
前
か
ら
行
列
で
数

回
に
分
け
て
の
入
場
。
八
女
津
媛
か
ら
お
茶

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
館
内
は
市
内
の
物
産

や
農
産
加
工
品
を
手
に
取
る
人
で
大
混
雑
。



詩
・
作
文
の
部

森
の
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

◦「
森
が
海
を
育
て
る
」

栗
原
崇
史
（
矢
部
中
３
年
）

み
ど
り
の
賞
（
県
教
育
委
員
会
賞
）

◦「
祈
り
の
木
」

小
森
涼
平
（
矢
部
中
２
年
）

吉
田
民
尚
賞

◦「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
茶
畑
」

倉
ノ
下
萌
香
（
黒
木
西
小
５
年
）

長
野
ヒ
デ
子
賞

◦「
さ
さ
の
は
っ
ぱ
」

倉
ノ
下
栞
里
（
黒
木
西
小
２
年
）

椎
窓
猛
賞

◦「
黒
木
の
大
楠
」

宮
園
真
治
（
黒
木
小
６
年
）

西
日
本
新
聞
社
賞

◦「
母
と
父
の
記
念
樹
」

堤 

泰
史
朗
（
黒
木
小
６
年
）

朝
日
新
聞
社
賞

◦「
鎮
守
の
森
」

江
田
樹
里
（
矢
部
中
２
年
）

読
売
新
聞
西
部
本
社
賞

◦「
よ
も
ぎ
パ
ワ
ー
を
み
ん
な
に
」

原
島
沙
里
菜
（
矢
部
中
２
年
）

Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
賞

◦「
上
ま
で
の
ぼ
る
ぞ
」

仁
田
原
楓
羽
（
木
屋
小
１
年
）

◦「
父
た
ち
の
仕
事
」

樋
口
純
也
（
矢
部
中
１
年
）

世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル

授
賞
式
が
３
月
25
日
㈰
、
矢
部
村
の

矢
部
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
環
境

保
護
を
テ
ー
マ
に
児
童
・
生
徒
な
ど
の

作
文
や
絵
画
な
ど
を
募
集
す
る
も
の

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子
ど
も
愛
樹

祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
主
催

で
21
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「
詩
・
作
文
」、「
絵
画
」、「
木
は

が
き
」
の
３
部
門
に
、
国
内
外
か
ら

計
２
３
４
１
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
92
点
の
入
賞
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

森
の
大
賞
の
ほ
か
、
市
内
入
賞
者

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
（
敬
称
略
）。

九
州
朝
日
放
送
賞

◦「
風
の
旅
」

坂
梨
瑠
奈
（
矢
部
小
３
年
）

◦「
思
い
出
の
大
切
な
珊
瑚
樹
」

船
津
楽
乃
（
黒
木
小
６
年
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
賞

◦「
ど
ん
ぐ
り
の
う
さ
ぎ
」

嶋 

毅
曜
（
木
屋
小
１
年
）

◦「
竹
原
の
わ
き
水
で
元
気
に
」

堀
下
有
沙
（
矢
部
中
１
年
）

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞

◦「
い
ち
ょ
う
の
木
」

緒
方
陽
菜
（
木
屋
小
１
年
）

テ
レ
ビ
西
日
本
賞

◦「
森
の
声
」

柴
尾
臨
太
郎
（
黒
木
西
小
６
年
）

◦「
木
を
生
か
す
」

江
田
拓
真
（
矢
部
中
３
年
）

福
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

◦「
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
の
杉
の
な
え
作
り
」

入
部
玲
加
（
矢
部
小
４
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦「
は
っ
ぱ
の
よ
う
せ
い
」

森 

美
穂
（
木
屋
小
１
年
）

◦「
自
分
の
名
前
「
樹
」
の
由
来
」

信
國 

樹
（
黒
木
小
６
年
）

さ
く
ら
賞

◦「
き
ら
き
ら
、そ
よ
そ
よ
、う
っ
と
り
」

大
久
保
咲
花
（
矢
部
小
３
年
）

◦「
秋
の
洋
服
」

月
足
亜
美
（
矢
部
小
３
年
）

絵
画
の
部

森
の
大
賞
（
林
野
庁
長
官
賞
）

◦
今
別
府
幸
芽
（
姶
良
小
４
年
）

み
ど
り
の
賞
（
福
岡
県
知
事
賞
）

◦
栗
原 

周
（
矢
部
小
５
年
）

吉
田
民
尚
賞

◦
小
笹
冬
馬
（
矢
部
小
４
年
）

西
日
本
新
聞
社
賞

◦
谷
山
み
の
り
（
矢
部
小
４
年
）

Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
賞

◦
郷
原
純
希
（
矢
部
保
育
園
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
賞

◦
坂
本
昂
聖
（
黒
木
小
１
年
）

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞

◦
い
で
あ
や
の
（
黒
木
小
１
年
）

さ
く
ら
賞

◦
石
川
浩
夢
（
矢
部
保
育
園
）

木
は
が
き
の
部
（
15
歳
以
下
）

森
の
大
賞
（
環
境
大
臣
賞
）

◦
村
崎
秀
明
（
七
田
チ
ャ
イ
ル
ド

ア
カ
デ
ミ
ー
中
目
黒
教
室
）

み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
長
賞
）

◦
原
島
花
歩
（
矢
部
小
４
年
）

み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
教
育
長
賞
）

◦
栗
原
悠
磨
（
矢
部
小
４
年
）

さ
く
ら
賞

◦
牛
島
晴
菜
（
矢
部
小
１
年
）

◦
森
山 

星
（
矢
部
小
４
年
）

◦
栗
原
竜
貴
（
矢
部
小
４
年
）

木
は
が
き
の
部
（
16
歳
以
上
）

森
の
大
賞
（
郵
便
事
業
株
式
会
社

社
長
賞
）

◦
坂
田
福
子
（
坂
田
絵
画
教
室
）

※
学
年
は
３
月
末
現
在
で
掲
載

木はがき15歳以下の部

絵画の部

　（環境大臣賞）

　（林野庁長官賞）

木はがき16歳以上の部

（郵便事業株式会社社長賞）
森の大賞

森の大賞

森の大賞

愛
樹
の
こ
こ
ろ
を
世
界
に

第
21
回
世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル

「詩・作文」の部で森の大賞の栗原さんが作品を朗読
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八
女
市
で
は
、
不
妊
治
療
を

行
う
ご
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
不
妊
治
療
費
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
夫
妻
の
両
方
ま
た
は
一

方
が
八
女
市
に
住
所
を
有
し
、
助

成
申
請
を
し
た
日
ま
で
に
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
法
律
上
の
夫
婦

※
高
額
医
療
等
、
他
の
制
度
で
助

成
を
受
け
る
場
合
は
、
対
象
治
療

費
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

◦
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

八
女
市
役
所
健
康
推
進
課
（
☎
２

３
・
１
２
０
１ 

☎
２
３
・
１
３
５
２
）

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
八
女
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内 容 ・保険診療の適用となる不妊治療および検査
・人工授精

対 象 者 産婦人科や泌尿器科を有する医療機関で不
妊治療を受けた人

助成期間
１回の妊娠につき連続する3年度　※注１）

※注1）年度とは、4月1日～翌年3月31日までの１年
間のことです

助成金額 １年度上限額3万円（100円未満は切捨て）

内 容 体外受精、顕微受精

対 象 者

①指定医療機関において不妊治療を受けた人
②「福岡県不妊に悩む方への特定治療支援事
業実施要綱」に規定する助成金15万円の決定
を受けている人

助成期間 初年度は年3回まで、2年度以降年2回を限度。
ただし、通算計10回を超えないこと

助成金額 1回の治療につき上限額5万円
（100円未満は切捨て）

不
妊
治
療
費
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
か
ら

①一般不妊治療

②特定不妊治療

申
請
手
続
き

八
女
市
農
業
委
員
会
（
塚
本
ち

ゑ
子
会
長
）
は
、
農
業
者
の
老
後

の
生
活
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目

的
に
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
制
度
を
よ
り

詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

加
入
対
象
と
な
る
人
へ
個
別
に
説

明
を
行
っ
た
結
果
、
新
し
く
25
人

が
加
入
さ
れ
ま
し
た
。
加
入
さ
れ

た
人
は
、「
こ
の
よ
う
な
有
利
な
制

度
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」

「
全
額
社
会
保
険
料
の
控
除
対
象

と
な
る
こ
と
は
う
れ
し
い
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農

業
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
利
な

制
度
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
で
は

10
万
人
以
上
の
人
が
加
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
、
対
象
と
な

る
人
へ
加
入
を
勧
め
て
い
き
ま
す
。

◦
加
入
要
件

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
保

険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

60
歳
未
満
の
人
は
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

◦
制
度
の
特
色

①
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立

方
式
の
年
金
で
す
。

②
保
険
料
額
は
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
の
間
で
自
由
に

決
め
ら
れ
ま
す
。

③
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

④
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

⑤
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
は
、

保
険
料
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
農
業
委

員
会
事
務
局
（
☎
２
３・２
４
０
７
）

し
っ
か
り
積
み
立
て
、
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト
！

加
入
し
よ
う
！
農
業
者
年
金

市町村名 新規加
入者数

1 南島原市（長崎） 76
2 別海町（北海道） 58
3 音更町（北海道） 52
4 北見市北見（北海道） 39
5 岩見沢市（北海道） 38
6 士別市（北海道） 35
7 熊本市（熊本県） 34
8 中標津町（北海道） 27
8 登米市（宮城県） 27
10 八女市（福岡県） 25
10 松本市（長野県） 25

八女市が
全国トップ10入り！

平成23年度
農業者年金

新規加入者数

4　2012.5.1　広報やめ

１
必
要
書
類
の
用
意

申
請
さ
れ
る
人
は
、
ま
ず
健

康
推
進
課
へ
お
電
話
く
だ
さ

い
。
申
請
書
類
は
、
健
康
推

進
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

不
妊
治
療
期
間
中
の
領
収
書

は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
（
申
請
の
際
に
必
要
で
す
）。

必
要
書
類
を
健
康
推
進
課
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で

も
可
）

受
付
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
水
曜
日
は
19
時
ま
で
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

健
康
推
進
課
で
審
査
し
ま
す
。

そ
の
後
「
補
助
金
交
付
（
不
）

決
定
通
知
書
」を
郵
送
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

※
申
請
か
ら
金
額
の
振
り
込

み
ま
で
約
２
か
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

２
申
請
手
続
き

３
審
査

４
振
り
込
み



広報やめ　2012.5.15

　

特
に
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
た
暗
い
時
間
帯
に

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、明
る
い
う
ち
に
帰
宅
す
る
、

ま
た
は
夜
道
の
一
人
歩
き
を
し
な
い
よ
う
心
が
け
、

防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、

周
囲
の
大
人
が
子
ど
も
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
一人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　本では毎年、台風や梅雨前線の影響で
多量の降雨があります。昨年は７月に新

潟・福島での豪雨、台風第 12 号、台風第 15
号による大雨で洪水や土砂災害が発生し、広
範囲にわたり甚大な被害を受けました。

【普段の備え】
◦テレビやラジオ、イン
ターネットからの注意報や
警報、天気予報等の情報
を得たり、避難場所等を
確認をする。
◦非常食や救急用品、懐中電灯、ラジオ等を
まとめて準備しておき、非常持出袋を作る。
◦また、家族会議を行い、これらの情報を共有
し合う。

【家屋の備え】
　家屋のチェックをしましょう。屋根や外壁、塀、
窓ガラス、雨どい等にひび割れや破損、ガタ
つきはありませんか？アンテナやプロパンガス
のボンベ、看板等はしっかりと固定されていま
すか？また、地下室がある場合は、止水板や
土嚢を準備しておきましょう。
　本格的な雨の季節に入る前に、休日を利用
して家族で防災対策会議をしましょう。

　福岡県下最高峰の釈迦岳
を含む矢部村山系八名山（釈
迦岳・御前岳・三国山・猿
駈山・前門岳・文字岳・高

取山・城山）の山開きを開催します。当日は、登山の安全
祈願と釈迦岳～御前岳の縦走を登山案内いたします。新緑
のすばらしさを体験してみませんか。
　日時＝５月１２日㈯９時３０分～
　集合場所＝秘境杣の里渓流公園（中央広場）
　問い合わせ＝杣の里（☎４７・３０００）

　初夏を彩る新茶とサ
ツキが堪能できる新茶ま
つりが開催されます。 毎
年大人気の釜炒り茶体

験、闘茶会などお茶に関するイベントと サツキの展示
が行われます。新茶を求めて茶の文化館へ足を運んで
みませんか。
　日時＝６月２日㈯・３日㈰、１０時～１７時
　場所＝茶の文化館駐車場
　問い合わせ＝同館（☎３１・５５８８）

　
新
茶
試
飲
即
売
会　

５
月
３
日
㈷
～
６
日
㈰
、
各
日
10

時
～
16
時

　
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教
室

５
月
３
日
㈷
、
13
時
～
／
参
加
料

５
０
０
円
（
お
茶
菓
子
付
き
）
／

所
要
時
間
40
分
／
※
５
月
１
日
㈫

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

茶
摘
み
体
験
in
上
陽

５
月
６
日
㈰
10
時
～
15
時
30
分
／

参
加
料
大
人
２
５
０
０
円
、
子
ど

も
１
５
０
０
円
／
※
５
月
３
日
㈷

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▽
10
時
～
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
集

合
～
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
10
時
30
分
～
茶
畑
に
移
動
～
茶

摘
み
▽
12
時
～
昼
食
▽
13
時
～
茶

工
場
見
学
▽
14
時
～
お
も
し
ろ
体

験
▽
15
時
30
分
～　

解
散

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
（
☎
５
４
・

２
１
５
０
）

①
子
ど
も
や
若
い
女
性
を
狙
っ
た
性
犯
罪
が
継

続
的
に
発
生
し
て
い
ま
す

②
児
童
虐
待
は
、
周
囲
に
気
付
か
れ
な
い
ま
ま

重
大
な
結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
犯
罪
で
す

③
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
や
ス

ト
ー
カ
ー
は
、
犯
人
の
行
為
が
必
ず
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
犯
罪
で
す

子どもと女性を
性犯罪等の被害
から守る啓発月間

5/1㈫～5/31㈭

性犯罪等の被害から身
を守るために、次のこ
とに気をつけましょう。
八女警察署生活安全課
　　（☎２２・５１１０）

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
り
、
不
審
な
人
物

や
車
を
見
か
け
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

１
１
０
番
通
報
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

犯
罪
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

「
ふ
っ
け
い
安
心
メ
ー
ル
」
に
登
録
し
て
、
事
件・

不
審
者
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。「
ふ
っ
け
い

安
心
メ
ー
ル
」
は
、
携
帯
電
話
等
か
ら
福
岡
県

警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
は
無
料
で
す
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
受
信
に
は

通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

風水害に対する備え
八女消防本部（☎ 24・0119）

日

矢部村山系
八名山の山開き

八
女
上
陽
新
茶
ま
つ
り

星の新茶まつり・
サツキまつり

星 野矢 部

上 陽

イ
ベン
ト
情
報



　

八
女
市
で
は
、
保
育
事
業
の
ほ
か
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
や
病

児
・
病
後
児
保
育
事
業
な
ど
、
子
育
て
支

援
に
関
す
る
幅
広
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一つ
に
、
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
が
進
み
、
以

前
に
比
べ
る
と
地
域
社

会
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
り
、
子
育
て

に
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
も
、
相
談
で
き

る
人
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
し
ま
い
、
児
童
虐
待
と
い
っ
た
よ
う

な
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
耳
に
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
不
安
感
を
緩
和
し
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

こ
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

八
女
市
で
も
こ
う
い
っ
た
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
を
背
景
に
、
子
育
て

は
「
大
変
」「
困
っ
た
」
と
思
っ
た
り
、
落

ち
込
ん
だ
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
前
に
、
子

育
て
中
の
親
子
が
仲
間
同
士
み
ん
な
で
楽

し
み
、
考
え
、
支
え
合
っ
て
い
け
る
、
相

互
に
交
流
を
図
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
子
育
て
相
談
に
応
じ
た
り
、

子
育
て
に
関
連
す
る
情
報
の
提
供
や
講
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、

子
育
て
中
の
親
子
が
だ
れ
で
も
気
軽
に
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
常
設
の
場
が
、
市
内

に
は
４
か
所
あ
り
、
そ
の
中
の
一つ
が
、「
つ

ど
い
の
広
場
ち
ゃ
ち
ゃ
っ
こ
」
で
す
。

　
つ
ど
い
の
広
場
ち
ゃ
ち
ゃ
っ
こ
に
は
、
市

内
各
地
か
ら

子
育
て
中
の

親
子
が
た
く

さ
ん
来
館
さ

れ
て
い
ま
す
。

初
め
て
利
用

さ
れ
る
時
、
最
初
は
少
し
緊
張
し
た
表
情

の
人
も
、
広
場
に
集
ま
る
同
じ
子
育
て
中

の
マ
マ
同
士
や
先
輩
マ
マ
た
ち
と
関
わ
る

中
で
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
を

話
す
う
ち
に
自
然
と
表
情
が
柔
ら
か
く

な
っ
て
い
か
れ
る
の
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
親
子
の
人
た
ち
を
つ
な
い
で
い
く
こ

と
も
、
こ
の
広
場
の
重
要
な
役
割
の
一つ
で

す
。
私
た
ち
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と

共
に
自
分
の
子
育
て
の
経
験
を
生
か
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
人
の
笑
顔
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

♥
他
の
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
多

く
、い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

親
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
が
で
き
る
貴

重
な
場
所
で
す
ね
。（
Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
）

♥
広
い
室
内
で
思
い
切
り
遊
ば
せ
て
あ
げ

ら
れ
る
の
で
、
子
ど
も
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

自
分
自
身
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
楽
し

い
場
所
で
す
よ
。（
Ｔ
・
Ｅ
さ
ん
）

♥
１
歳
の
双
子
と
一
緒
に
よ
く
遊
び
に
来

て
い
ま
す
。
同
じ
双
子
を
持
つ
お
母
さ
ん

と
、
双
子
な
ら
で
は
の
悩
み
ご
と
等
を
相

談
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
話
す
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
発
散
に
も
な
り
ま
す
ね
。（
Ｍ
・
Ｓ

さ
ん
）

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

家庭、地域、学校の連携のもと、地域で子どもを育む
学校において、いじめ問題防止の取り組みの強化を図る

子どもが気軽に相談できる体制づくり等の充実・強化を図る
子どもに対する虐待の防止に取り組む

薬物や性的な犯罪などから子どもを守る取り組みを進める
子ども自身の意志や意見を、権利として尊重する

マスコミや企業等が紙面・番組・商品等の内容や販売に配慮する
学校教育の中で、子どもの人権についての教育を充実する

子どもの人権に関して、市民の意識の高揚に努める
特にない

その他
無回答

53.4%
                                                               36.9%
                                                   30.2%
                                               27.5%
                                             26.6%
                                            26.3%
                               18.4%
                      13.6%
          6.4%
  2.0%
 1.3%
    3.0%

ちゃちゃっこではみんなとふれあいながら楽し
く遊べます

　

５
月
５
日
は
こ
ど
も
の
日
。
五
月
晴
れ
の
空
に
、
へ
ん
ぽ
ん
※
と
ひ
る
が
え
る
こ
い
の
ぼ
り

は
、
初
夏
の
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
そ
の
一
方
で
は
、「
こ
の
頃
、
の
ぼ
り
を
あ

ま
り
見
か
け
ん
ね
」
と
い
う
声
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も

の
人
権
（
か
け
が
え
の
な
い
命
）
を
守
る
た
め
に
、
一
番
大
切
な
こ
と
と
し
て
、「
家
庭
・
地

域
・
学
校
の
連
携
の
も
と
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
み
、
子
ど
も
の
環
境
や
活
動
を
考
え
て
い

こ
う
と
い
う
機
運
を
高
め
る
」（
八
女
市
民
意
識
調
査
）
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、

な
ぜ
子
育
て
支
援
な
の
で
す
か
。
そ
の
現
場
（
共
生
の
森
）
を
取
材
し
ま
し
た
。

※
旗
な
ど
が
風
に
ひ
る
が
え
る
さ
ま

子育て支援って？
子
育
て
支
援
課　

井
上
康
子
さ
ん

つ
ど
い
の
広
場
ち
ゃ
ち
ゃ
っ
こ
従
事
者　

平
野
孝
子
さ
ん
・
高
橋
み
ず
ほ
さ
ん

一
人
で
悩
ん
だ
り
頑
張
り
過
ぎ
た

り
し
な
い
で
遊
び
に
来
て
ね

利
用
者
の
声
を
聞
い
て
み
ま
し
た

今
、な
ぜ
、子
育
て
支
援
を
？

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
必
要

だ
と
思
わ
れ
る
こ
と（
三
つ
ま
で
選
択
）

市民意識調査結果
（Ｈ22 年度実施）
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広報やめ　2012.5.17

　
小
中
一
貫
教
育
校「
上
陽
北
汭
学
園
」は
、

平
成
21
年
度
か
ら
「
教
育
課
程
特
例
校
」

と
し
て
、
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
特
別

な
教
育
課
程
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「
北
汭
学
園
」
の
名
称
は
、
小
中
一
貫
教
育

校
開
設
当
時
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の

公
募
に
よ
り
、
通
称
名
と
し
て
使
用
さ
れ
、

正
式
名
称
は
、「
北
川
内
小
学
校
」「
上
陽

中
学
校
」
の
ま
ま
で
し
た
。

　
平
成
23
年
度
事
業
で
、
上
陽
中
学
校
の

校
舎
に
小
学
校
の
校
舎
を
増
築
し
、
施
設

一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
校
の
校
舎
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
上
陽
地
区

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
次

の
と
お
り
学
校
名
を
変
更
し
ま
し
た
。

◦
学
校
名
の
変
更

改
正
前
＝
北
川
内
小
学
校
・
上
陽
中
学
校

改
正
後
＝
上
陽
北
汭
学
園
小
学
校
・
上
陽

北
汭
学
園
中
学
校

◦
施
行
年
月
日
＝
平
成
24
年
４
月
１
日

※
住
所
・
電
話
番
号
は
、
上
陽
北
汭
学
園

中
学
校
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

●校長　浅田和博 ●職員数 16人 ●学級数 4   ●生徒数　101人

八
女
市
立
花
町
白
木
６
６
８
０
番
地
（
☎
３
５
・
０
３
０
０
）

筑
南
中
学
校

学
校
訪
問
23

（上）校内音
楽会のよう
す（左）生徒
会によるあ
いさつ運動

施設一体型の小中一貫教育校の校舎が完成しました。

本
校
は
八
女
市

立
花
町
（
北
山
と

白
木
）
の
自
然
に

恵
ま
れ
た
農
村
地

区
に
位
置
し
、
生

徒
数
１
０
１
人
の

ほ
と
ん
ど
転
出
入

の
な
い
小
規
模
校

で
す
。

★
教
育
目
標

「
人
間
尊
重
の
基
盤
に
立
ち
、
進
ん
で

心
を
磨
き
、
学
問
に
励
み
、
体
を
鍛
え

る
生
徒
の
育
成
」

★
重
点
目
標

「
集
団
力
の
向
上
」

「
自
ら
学
ぶ
力
の
向
上
」

本
校
で
は「
生
き
方
学
習
」と
題
し
生

徒
の
心
を
耕
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
目
的
は
お
世
話
い
た
だ
い
た

人
々
へ
の
「
感
謝
の
心
」
の
育
成
と
、
人

と
し
て
の
生
き
方
や
将
来
の
進
路
を
確

立
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
始
業
の
ベ
ル

と
同
時
に
授
業
を
始
め
、
宿
題
・
自
学

ノ
ー
ト
等
は
完
了
す
る
ま
で
根
気
強
く

指
導
す
る
こ
と
を
通
し
て
、生
徒
の
学
力

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
学
習
の
手
引
き
」「
家
庭
学

習
の
す
す
め
」
を
利
用
し
て
、各
教
科
の

学
習
の
仕
方
の
定
着
を
図
り
、
保
護
者

と
学
校
が
協
力
し
て
家
庭
学
習
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
本
校
で
は
、「
学
力
向
上
を

支
え
る
取
組
」
と
し
て
、第
一
段
階
で
は
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
行
事
に
取
り
組
む

こ
と
、
第
二
段
階
は
、「
嫌
な
こ
と
は
イ

ヤ
」「
い
か
ん
こ
と
は
イ
カ
ン
」
と
い
う

批
正
行
動
が
で
き
る
こ
と
を
重
点
目
標

に
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。批
正
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、授
業
中
も

気
兼
ね
な
く
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気
が

高
ま
り
、
先
生
や
級
友
の
話
も
き
ち
ん

と
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、人
間
関
係
や

成
績
も
向
上
し
ま
し
た
。
生
徒
会
で
も

朝
の
「
お
は
よ
う
運
動
」
昼
の
「
こ
ん
に

ち
は
運
動
」
帰
り
の
「
さ
よ
な
ら
運
動
」

等
を
行
い
、
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り

と
明
る
い
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
後
も
、
全
校
生
徒
・
保
護
者
・
職
員

全
員
で
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、地
域
の
皆
さ
ま
や
関
係
各
位
の
ご
指

導
・
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

老
朽
化
に
よ
り
授
業
等
に
支
障
を
き
た
し
て
い

た
体
育
館
の
建
て
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
内
装
に

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
明
る
く
温
か
み
の
あ
る

体
育
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
建
設
で
新
し
く

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
多
目
的
ト
イ
レ
等
を
設
置

し
、
児
童
だ
け
で
な
く
市
民
を
は
じ
め
利
用
者
の
皆

さ
ん
誰
も
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
体
育
館
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
体
育
館
だ
け
で
な
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
も
市

民
の
皆
さ
ま
へ
開
放
し
ま
す
の
で
、
社
会
体
育
で
利

用
さ
れ
る
人
は
総
合
体
育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

へ
、
そ
の
他
行
事
等
で
利
用
さ
れ
る
人
は
上
妻
小
学

校
（
☎
２
２・４
４
０
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

上
妻
小
学
校
の
体
育
館
が
完
成
し
ま
し
た

構造：鉄筋コンクリート造一部
鉄骨造平屋建
面積：1032.65㎡

上陽北汭学園小学校
上陽北汭学園中学校

小中一貫教育校「上陽
北汭学園」の学校名等
を正式に変更しました。
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私
た
ち
の
郷
土
八
女
に
は
多
く
の
山
々
が
連

な
っ
て
い
ま
す
が
、
名
山
と
い
え
ば
、
飛
形
山
も
そ

の
一つ
で
す
。九
州
山
地
の
う
ち
御
前
岳（
１
２
０
９

ｍ
）
や
釈
迦
岳
（
１
２
３
０ｍ
）
か
ら
分
か
れ
た
筑

肥
山
地
が
西
方
に
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
央
部

（
黒
木
町
田
代
地
区
）か
ら
発
す
る
田
代
川
を
境
に
、

こ
の
山
地
が
高
地
部
と
低
地
部
と
に
分
か
れ
ま
す
。

も
う
此
処
で
は
標
高
５
０
０
ｍ
を
切
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
よ
り
や
や
下
っ
た
と
こ
ろ
に
飛
形
山
塊
が

あ
り
ま
す
。
犬
岳
（
４
２
９ｍ
）
か
ら
２
キ
ロ
北
上

し
て
王
子
塚
（
４
４
８
ｍ
）
さ
ら
に
２
キ
ロ
北
上
し

て
飛
形
山
（
４
４
９・１
ｍ
）
と
続
き
ま
す
。
こ
の

山
は
容
姿
が
す
ば
ら
し
く
端
麗
で
す
。
八
女
市
域

の
東
部
か
ら
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
中
央
部
や
西

部
地
域
か
ら
殆
ど
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
山
頂
か
ら
の
眺
望
も
よ
く
、
西
に
は
有
明
海

か
ら
雲
仙
岳
、
東
南
に
は
阿
蘇
の
噴
煙
も
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
筑
後
平
野
が
見
渡
せ
、
八
女
平
野
を
潤
す

矢
部
川
は
近
く
手
に
取
る
よ
う
に
見
ら
れ
、
国
道
３

号
線
や
高
速
道
路
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
八
女
富
士
」と
呼
ば
れ
る
容
姿
は
古
来
八
女
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
学
校
の
校
歌

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
62(

１
９
８
７
）、

筑
後
市
尾
島
在
住
の
永
瀬
武
夫
氏
が
『
飛
形
の
入
っ

た
校
歌
調
べ
』
と
い
う
ユニ
ー
ク
な
調
査
を
し
て
い
ま

す
。（
下
表
参
照
）
こ
れ
を
見
る
と
理
想
に
燃
え
る
若

者
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
言
辞
が
並
び
、
飛
形
山
の

崇
高
さ
が
伺
え
ま
す
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
各
学
校
校

歌
の
飛
形
山
の
表
現
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
気
高
い

山
と
し
て
崇
高
さ
を
若
者
た
ち
に
示
し
て
い
ま
す
が
、

昔
か
ら
信
仰
の
山
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
飛
形
山
の
由
来
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
山
は
も
と
も
と
は
補ほ

だ
ら
く
さ
ん

陀
落
山
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
観

音
様
の
住
む

山
と
い
う
意

味
で
す
。
立

花
町
北
山

谷
中
に
大

光
寺
が
あ

り
ま
す
。
こ

の
寺
の
山
号

は
飛ひ

ぎ
ょ
う
さ
ん

形
山
で

す
。
山
頂
に
あ
っ
た
寺
院
が
戦
国
時
代
の
争
乱
で

焼
か
れ
、
下
の
ほ
う
に
引
っ
越
し
て
来
た
と
い
い
ま

す
。『
大
光
寺
縁
起
』
に
よ
り
ま
す
と
推
古
天
皇
の

17
（
６
０
９
）
年
、
百
済
国
か
ら
来
た
日
羅
上
人

が
十
一
面
観
音
他
諸
仏
を
作
り
、
こ
こ
に
祀
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
寺
は
落
雷

の
た
め
本
尊
も
ろ
と
も
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
後
に
行
基
菩
薩
が
全
国
行
脚
の
折
、
小
堂
を

再
建
し
本
尊
も
自
ら
刻
ん
で
安
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
安
時
代
と
な
り
、
藤
原
高
房
（
藤

原
鎌
足
か
ら
６
代
目
）
が
太
宰
大
弐
（
次
官
）
と
し

て
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
人
は
観
音
信
仰
が
大

変
厚
く
、
観
音
像
の
造
立
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。
唐

の
国
よ
り
香
木
を
求
め
よ
う
と
図
り
ま
し
た
が
、
唐

の
国
策
で
輸
入
は
叶
わ
ず
に
い
る
う
ち
、
高
房
は
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。一方
唐
の
国
で
は
、
香
木

を
扱
っ
た
商
人
も
残
念
で
す
。
日
本
へ
の
輸
送
が
で

き
ず
香
木
の
丸
太
に
「
日
本
筑
紫
高
房
に
寄
す
」
と

書
き
付
け
て
南
海
の
海
に
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

年
月
を
経
て
や
が
て
、
高
房
の
子
黄
門
侍
郎
も
都

督
と
し
て
大
宰
府
に
来
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ

る
日
、
侍
郎
が
海
辺
で
光
る
香
木
を
見
つ
け
ま
し
た
。

書
か
れ
た
文
字
か
ら
父
高
房
が
求
め
て
い
た
香
木
に

違
い
な
い
と
運
び
出
し
、
千
手
観
音
二
体
を
彫
る
こ

と
を
思
い
立
ち
、
父
の
遺
志
を
実
現
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。「
良
い
仏
師
に
出
会
う
た
め
京
都
に
上
れ
」

と
の
御
告
げ
が
あ
り
、
探
し
て
い
る
う
ち一人
の
童
子

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。「
我
は
仏
工
で
す
。
尊
容
を
作
っ

て
ご
覧
に
い
れ
ま
す
」
と
い
う
の
で
大
変
喜
び
ま
し
た

が
、
か
け
が
え
の
な
い
香
木
で
す
。
失
敗
し
た
ら
取

り
返
し
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
余
っ
て
い
る
木
に
彫

ら
せ
て
み
る
と
、
見
事
な
出
来
栄
え
で
す
。
こ
う
し
て

そ
の
童
子
に
作
ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
約
束
は
３

か
月
で
す
。
童
子
は一室
に
篭
り
、一心
に
仏
の
製
作

に
励
み
ま
し
た
。
こ
の
間
侍
郎
は一食
も
欠
け
る
事
な

く
食
事
を
運
び
続
け
ま
し
た
。（
こ
れ
が
料
理
の
神
様

山
陰
神
社
の
起
こ
り
）
や
が
て
約
束
の
月
日
が
経
ち
、

侍
郎
が
入
っ
て
み
ま
す
と
童
子
は
い
ま
せ
ん
。
た
だ
千

手
観
音
の
み
が
厳
然
と
お
ら
れ
る
だ
け
で
す
。
長
谷

観
音
の
お
力
に
よ
る
も
の
と
感
激
し
て
、
前
に
約
束

し
て
い
た一体
を
摂
津
国
嶋
下
郡
茨
木
（
現
大
阪
府

茨
城
市
）
に一寺
を
建
立
し
て
安
置
し
ま
し
た
。
も

う一体
は
大
宰
府
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
尊
像
が
夜
毎
に
光
を
放
ち
な
が

ら
何
処
か
へ
飛
ん
で
行
き
、
早
朝
の
五
更
（
午
前

４
時
）
に
は
ま
た
戻
っ
て
来
る
の
で
、
侍
郎
も
不
思

議
に
思
い
、
行
方
を
当
っ
て
い
ま
し
た
。
南
の
方
筑

後
地
方
は
何
処
だ
ろ
う
と
当
っ
て
い
る
う
ち
に
、
尊

像
の
行
き
先
に
は
、
補
陀
落
山
が
あ
り
、
十
一
面

観
音
を
祀
る
一
宇
の
草
堂
に
廻
り
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
侍
郎
も
大
変
喜
び
、
新
し
い
一
宇
を
建

立
し
、
十
一
面
観
音
像
と
自
分
の
千
手
観
音
像
を
一

緒
に
お
祀
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

縁
で
観
音
堂
に
仏
像
が
飛
ん
で
行
っ
た
事
か
ら
こ

の
山
を
飛
形
山
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

                     　
　

立
花
町　
　

平
島　

格

（
参
考
文
献　

飛
形
山
と
学
校
校
歌
・
飛
形
山
大
光
寺

縁
起
・
筑
後
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
・
立
花
町
史
下
巻
）

【飛形が入る校歌調べ】（　）は飛形の表現　※は筆者調べ　　◦八女高等学校（見よ飛形は青空に）◦旧八女中学校（天翔りなす飛形の）
◦八女農業高等学校（鳶形に白雲かかる）◦旧八女農学校（飛形の山　矢部の水）◦八女工業土木科応援歌（荒鷲叫ぶ飛形や）◦西
短大付属高等学校（飛行機雲は鳶形と学園むすぶ）◦筑後特別支援学校※（飛形山が呼んでいる）◦八女学院高等学校※（神坐す姿
気高い飛形よ）◦南中学校（飛形の峰もさやかに）◦西中学校（飛形に朝雲湧けば）◦筑後中学校（遥かに仰ぐ飛形の）◦筑南中学校（飛
形山のあさぼらけ）◦旧光友中学校（飛形あおぐ学舎に）◦立花中学校※（飛形仰ぐ丘陵の里）◦福島小学校（飛形の山今日も静か）◦
長峰小学校（あおぐ高嶺の飛形と）◦三河小学校（高くそびゆる飛形山）◦忠見小学校（ふるさとの飛形山へ）◦古川小学校（東に高
き飛形の）◦水洗小学校（東にはるか飛形の）◦水田小学校（東に高き飛形の）◦筑後小学校（飛形山の雄 し々さを）◦旧北山小学校（朝
日は映ゆる飛形や）◦筑南小学校※（飛形山に光差し）◦旧光友小学校（飛形山は母の胸）◦立花小学校※（飛形山を仰ぎつつ）

名
山
　
飛
形
山

飛
形
山
の
由
来

観
音
堂
に
仏
像
が
飛
ん
で
来
る

①

今
回
か
ら
平
島
格
（
い
た
る
）
さ
ん

に
よ
る
「
郷
土
史
サ
ロ
ン
」
を
お
送

り
し
ま
す
。
平
島
さ
ん
は
立
花
町

文
化
連
盟
郷
土
史
部
で
活
躍
中
で

す
。
掲
載
は
奇
数
月
と
な
り
ま
す
。

飛形山大光寺（ひぎょうざん だいこうじ）

飛形山遠望
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わ
が
国
で
は
、
天
平
・
平
安
の

昔
か
ら
５
月
に
は
「
菖
蒲
」

「
蓮
」
を
使
っ
た
薬
玉
に
薬
草
を
入

れ
、
毒
気
を
払
う
と
い
う
習
慣
が
あ

り
、
ま
た
端
午
の
夜
に
菖
蒲
を
枕
の

下
に
敷
い
て
邪
気
を
払
う
習
慣
も
あ

り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
武
家
社

会
で
は
梅
雨
前
の
時
期
に
武
具
の
手

入
れ
を
兼
ね
て
、
鎧
・
兜
・
武
具
を

飾
り
ま
し
た
。
幕
府
で
は
大
名
等
総

登
城
の
日
と
さ
れ
祝
儀
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
菖
蒲
」
と
「
尚
武
」
の
音

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
男
児
の

節
句
と
し
て
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

　

武
家
の
重
要
な
祝
日
が
一
般
に
普

及
し
、
武
具
や
桃
太
郎
人
形
を
飾

り
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
ま
し
た
。
の
ぼ
り
旗
に
つ
い
て
は
、

武
士
が
旗
指
物
を
飾
っ
た
も
の
が
幟

と
な
り
、
吹
き
流
し
が
鯉
の
ぼ
り

と
変
化
し
、
黄
河
の
奔
流
を
上
っ
た

鯉
が
や
が
て
天
に
昇
り
龍
に
変
じ
た

「
鯉
龍
変
幻
」の
信
仰
が
も
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
龍
年
、
鯉
龍
変

幻
の
「
端
午
の
節
句
」
を
新
鮮
な
気

持
ち
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
５
月
２
日
㈬
～
27
日
㈰

◦
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館
（
八

女
市
本
町
94
番
地
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・

４
３
１
１
）

端午の節句

端午の節句飾りと
のぼり旗

横町町家
交流館
5月の催し

♪おりなす八女イベント情報 
http://www.orinasu-yamecity.jp/
（☎ 22・5332）

◦その他市長が必要と認める特定の事業
▽鶴　重年（本村）
▽小泉雅美（東京都）

★３月末現在累計額＝１５１９万１３０４円

◦岡山小学校へ
▽岡山小学校父母教師会（リサイクルバザー）＝児童用図
書 29 冊
◦市内小学校 18 校へ
▽ＪＡふくおか八女代表理事組合長松延利博＝図書カード
◦平成 24 年度小学校新入学児童 18 校　５３０人へ
▽八女地区防犯協会＝防犯ブザー
◦立花中学校へ
▽立花中学校父母教師会会長中村淳二＝防犯カメラ一式

（カメラ２台、レコーダー、配線工事一式）
◦矢部小学校へ
▽平成 23 年度山村留学生保護者一同＝金一封
◦福島中学校へ
▽八女市立福島中学校ＰＴＡ＝体育館用パイプ椅子 100 脚

ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

寄附のお礼（敬称略）

女優たちによる朗読・夏の雲は忘れない
応募される人はおりなす八女まで電話でご連絡ください。
◦募集人数＝５人◦年齢＝小学５年生以上の学生※経験は問い
ません◦出演者＝大原ますみ・高田敏江・寺田路恵・日色ともゑ・
柳川慶子・渡辺美佐子◦チケット＝前売券〈一般〉2,000 円〈高
校生以下〉1,000 円※全席自由[ 一部友の会指定席あり]、当日
はいずれも500 円増

【ＧＷ企画】ベーゼンドルファー＆スタ
インウエイを弾いてみませんか
世界のピアノの名器ベーゼンドルファー
＆スタインウエイの２台のピアノを体験
できます。個人、グループでの練習、

コンクール前のレッスンにご利用ください。
♪日時＝ 5 月5日㈷・6日㈰ 9 時～ 18 時 45 分
♪会場＝おりなす八女ハーモニーホール
♪入場料＝1時間 3000 円（付き添いを含め 3 人まで）4 人目
から1人 500 円増（最大 5 人まで利用可）
♪おりなす八女事務室へお問い合わせください。

７
月
11
日
㈬
18
時
30
分
に
公
演
さ
れ

る
朗
読
劇
「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」
に

６
人
の
女
優
と一緒
に
朗
読
す
る
出
演

者
を
募
集
し
ま
す
。

公
演
で
は
台
本
を
見
な
が
ら
子
ど
も
の

手
記
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

学
生
出
演
者
募
集

9 広報やめ　2012.5.1
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災
地
を
思
う
市
民
の
皆
様
の
心
に
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の

支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
サ
イ
レ
ン
の
件
で
す
が
、
事
前
周

知
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
今
回
サ
イ
レ

ン
は
鳴
ら
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
対
応
が
遅
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
年
６
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
が

開
始
す
る
こ
と
で
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
利
用
し

て
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
地
域
支
援
課
）

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な
ど
、

あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
は
が

き
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所

に
設
置
し
て
い
る
市
政
目
安
箱
な
ど
を
利
用
し

　
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
横
の
駐
車
場
は
特

殊
ブ
ロ
ッ
ク
に
張
芝
を
施
し
、
環
境
に
や
さ
し

い
緑
空
間
を
設
け
る
こ
と
で
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
ご
指
摘
の
と
お
り
、
全

体
的
に
芝
の
養
生
が
不
足
し
、
特
に
車
両
の
通

行
部
分
に
お
い
て
は
養
生
用
の
マ
サ
土
が
流
出

し
、
凹
凸
状
態
に
な
っ
て
お
り
利
用
者
に
と
っ

て
歩
き
づ
ら
く
ブ
ロ
ッ
ク
の
段
差
に
つ
ま
ず
い

て
転
倒
す
る
ケ
ー
ス
も
心
配
さ
れ
ま
す
。当
面
、

応
急
措
置
と
し
て
マ
サ
土
に
よ
る
埋
め
戻
し
、

転
圧
を
施
し
段
差
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　（
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
）

　
３
月
11
日
で
震
災
１
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

八
女
市
で
も
広
報
で
支
援
を
打
ち
出
し
て
あ

り
、
仏
壇
を
寄
贈
さ
れ
た
り
３
月
11
日
の
１

周
期
の
法
要
に
菊
を
献
花
さ
れ
た
り
な
ど
を

テ
レ
ビ
で
知
り
私
も
八
女
の
一
員
と
し
て
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
一
過
性
に
終
わ
ら

な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
引
き
続
き

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
ご
苦
労
様
で
し
た
。
３
・
11
の

特
集
を
組
ん
で
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
３
月
11
日
の
午
後
２
時
46
分
に
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
か
っ
た

ら
鳴
ら
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
外

に
い
る
時
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
50
代
・
女
性
）

　
お
手
紙
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
八

女
市
で
は
、
市
や
市
民
団
体
等
と
一
緒
に
な
っ

て
被
災
地
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
被

　
八
女
市
民
会
館
お
り
な
す
八
女
が
で
き
ま

し
た
。
旧
公
民
館
東
の
駐
車
場
の
芝
は
車
で

踏
ま
れ
、
下
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
ぼ
こ
ぼ
こ
で
足
首

を
捻
挫
し
た
か
と
思
う
ほ
ど
こ
ね
ま
し
た
。
そ

の
後
も
何
回
か
来
ま
し
た
が
、
注
意
し
て
お
そ

る
お
そ
る
車
か
ら
降
り
て
歩
き
ま
す
。
何
か
あ

る
前
に
早
急
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
50
代
・
男
性
）

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

待
つ
春
は
ゆ
き
つ
も
ど
り
つ
近
づ
け
り

身
に
つ
き
し
ひ
と
り
暮
ら
し
や
春
炬こ
た
つ燵

高た
か
な菜

も
む
老お
い

に
き
び
し
き
寒
も
ど
り

春し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う

暁
を
覚お
ぼ

え
て
お
れ
ど
ま
た
眠
り　

春し
ゅ
ん
で
い
泥
を
連
れ
て
走
れ
り
遅ち
こ
く刻
生

菜
の
花
や
語
る
二
人
に
空
の
碧あ
お

目
に
つ
き
て
摘
め
ば
土つ
く
し筆
の
ひ
と
握
り

遅
咲
き
の
し
だ
れ
梅
か
な
香
の
僅わ
ず

か

野の
ざ
わ
な

沢
菜
を
旅
行
土み
や
げ産

に
娘
婿

立
花
俳
句
会

中
村
テ
ル
ヨ

西
島
志
乃
芙

中
尾
カ
ヲ
ル

樋
口　

力

吉
泉
守
峰

原　

宣
子

末
継
ミ
ヨ
子

中
村
ス
ミ
子

深
町
和
子

お
り
な
す
八
女
の
駐
車
場
に
つ
い
て

被
災
地
へ
の
支
援
続
け
て
ほ
し
い

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
の
趣
旨
は
、
個
人
が
特
定
で
き
る
よ
う
な
こ

と
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
十
分

注
意
し
た
上
で
紙
面
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご

提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直

接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る
な

ど
し
て
い
る
も
の 

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の

風
俗
に
反
す
る
も
の 

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目

的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く

は
不
明
な
も
の 

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と

判
断
す
る
も
の 

声

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 24.5）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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５月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

物
産
館
と
き
め
き
で
お
ふ
く
ろ
の
味
を
伝
え
る 
小
森
ふ
く
代
さ
ん（
黒
木
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》※月曜・祝・休日、館内整理日  
3㈷ ,4㈷ ,5㈷ ,7㈪ ,14㈪ ,21㈪〜 26㈯ ,28㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7 ㈪ ,14 ㈪ ,21㈪ ,25 ㈮※館内整理日,28 ㈪

図書館の休館日

5月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

だご汁のほかにも、いもまんじゅう、よも
ぎまんじゅう、中華ちまき、ふなやきだご、
おにぎりなどあります。おふくろの味を思
い出していただきたいですね。

オープンの時には、地元の仲間の
皆さんも応援にかけつけました

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

1㈫ ,3㈷ ,4㈷ ,5㈷ ,8㈫ ,15㈫ ,21㈪〜 26㈯ ,29㈷

41

絵本や紙芝居など親子でお楽し
みください。

♥本館　5日、12日、19日、26
日※いずれも土曜日14 時～おは
なしコーナー
♥黒木分館　12日㈯14 時～おは
なしコーナー

5月のよみきかせ

5月のあかちゃんよみきかせ

0歳～2歳児対象によみきかせ
やわらべうたなど。
♥本館　19 日㈯ 11時～おはな
しコーナー

　
４
月
14
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
た
八
女

市
観
光
物
産
館
と
き
め
き
で
、
だ
ご
汁

や
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
お
ふ
く
ろ
の

味
を
提
供
す
る
「
ふ
く
ち
ゃ
ん
」
代
表

の
小
森
ふ
く
代
さ
ん
。
名
前
の
と
お
り

ふ
く
よ
か
な
笑
顔
で
訪
れ
る
お
客
さ
ん

を
も
て
な
し
て
い
ま
す
。
昭
和
63
年
か

ら
平
成
４
年
に
旧
黒
木
町
の
観
光
物
産

館
で
だ
ご
汁
や
い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
を
販

売
し
た
り
、
平
成
４
年
か
ら
平
成
17
年

ま
で
Ｊ
Ａ
の
生
活
指
導
員
と
し
て
味
噌

作
り
を
指
導
し
た
り
と
、
ふ
る
さ
と
の

味
の
伝
承
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

黒
木
ふ
る
さ
と
祭
り
で
は
２
０
０
メ
ー

ト
ル
の
大
巻
き
寿
司
づ
く
り
を
発
案
し

成
功
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　
ふ
く
代
さ
ん
の
周
り
に
は
、
自
然
と

た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
が
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
物
産
館
オ
ー
プ
ン
の
時
も
地
元

の
仲
間
た
ち
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
ま
し
た
。

「
だ
ご
汁
に
は
10
種
類
の
地
元
で
取
れ
た

野
菜
が
入
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
味

噌
も
手
作
り
で
、
添
加
物
の
心
配
も
い

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
に
田
舎
の
味
・

お
ふ
く
ろ
の
味
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
」
と
ふ
く
代
さ
ん
。

　
八
女
市
観
光
物
産
館
と
き
め
き
は
、

通
常
月
曜
日
が
休
館
で
す
が
、
４
月
と

５
月
連
休
は
休
館
日
な
し
で
営
業
し
ま

す
。「
味
に
命
を
か
け
て
い
ま
す
！
ぜ
ひ

食
べ
に
き
て
く
だ
さ
い
」

ふるさ
との味の伝承に努める

▼
上
陽
・
黒
木
・
立
花
・
矢
部
・

星
野
分
館
＝
５
月
21
日
㈪
～

５
月
26
日
㈯

★
黒
木
移
動
図
書
館
「
ゆ
め

み
ら
い
号
」
は
運
行
し
ま
す
。

本
館
は
通
常
ど
お
り
開
館
し

ま
す
。

　
６
月
１
日

か
ら
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
の

再
発
行
は
有

料
と
な
り
、
即

日
発
行
し
ま

す
。

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の

再
発
行
に
つ
い
て

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の

お
知
ら
せ

資
料
点
検
の
た
め
に
休
館

し
ま
す

　

図
書
館
で
利
用
し
な
く

な
っ
た
本
や
雑
誌
を
お
譲
り

し
ま
す
。

期
日
＝
５
月
26
日
㈯
～
29
日

㈫
10
時
～

※
28
日
㈪
は
休
館
で
す
。

場
所
＝
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

※
本
を
入
れ
る
袋
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

図書館ボランティアを募集します

図書館でのよみきかせや
4か月検診会場でのよみき
かせをしていただくボラン
　　ティアを募集します。

関心のある人はご連絡ください。
◦問い合わせ＝八女市立図書館
本館（☎ 22・2504）
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奥
八
女
の
地
、
矢
部
川
源
流
を

Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
や

交
流
を
目
的
と
し
た
「
第
28
回
八

女
・
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
４
月
１
日
㈰
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

約
７
０
０
人
の
参
加
者
が
日
向

神
ダ
ム
湖
畔
の
千
本
桜
の
並
木
道

を
走
り
ま
し
た
。
今
年
は
残
念
な

が
ら
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
も
遅

く
、
つ
ぼ
み
を
見
な
が
ら
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
し
た
が
、
好
天
に
恵

ま
れ
さ
わ
や
か
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
高
校
駅
伝
な
ど
で

お
な
じ
み
の
筑
紫
女
学
園
高
等
学

校
陸
上
部
の
岩
元
雅
輝
監
督
と
４

人
の
選
手
を
招
待
し
、
参
加
者
と

一
緒
に
楽
し
く
走
っ
て
も
ら
い
大

会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

【
大
会
結
果
】

▽
２
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
（
６
歳
～
12
歳
）

男
子
の
部

優
勝
　
村
田
智
哉
　
２
位
　
保
田
泰

誠　
３
位　
田
中
青
海

女
子
の
部

優
勝
　
田
中
亜
美
　
２
位
　
髙
田
実

香　
３
位　
古
賀
日
和

▽
５
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
（
中
学
生
以
上
）

男
子
の
部

優
勝
　
戸
谷
圭
佑
　
２
位
　
長
尾 

宏
　
３
位　
古
賀
大
夢

女
子
の
部

優
勝
　
本
田
絵
美
　
２
位
　
赤
司
鈴

江　
３
位　
澤
永
知
子

▽
10
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
（
高
校
生
以
上
）

男
子
の
部

優
勝
　
西
尾
慎
也
　
２
位
　
田
中
智

秀
　
３
位　
蓑
田
泰
樹

女
子
の
部

優
勝
　
高
倉
恭
子
　
２
位
　
坂
本
愛

子　
３
位　
嶋
田
秀
美

全
国
直
売
所
研
究
会
第
６
回
西

日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
４
月
５
日

㈭
・
６
日
㈮
、「
農
村
直
売
所
か
ら

見
え
る
都ま

ち会
の
幸
せ
、
農む

ら村
の
幸

せ
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
八
女
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
研
究
会
は
、
直

売
所
甲
子
園
や
直
売
所
間
の
情
報

交
換
や
研
修
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

２
０
０
５
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
直
売
所
甲
子
園

２
０
１
１
で
最
優
秀
賞
・
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
道
の
駅
た

ち
ば
な
の
森
久
栄
総
務
企
画
課
長

が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。「
道
の

駅
の
た
ち
ば
な 

あ
ゆ
み
と
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
、
道
の
駅
の
立
ち
上

げ
か
ら
日
本
一
に
い
た
る
ま
で
の

道
の
り
と
と
も
に
、
遊
休
農
地
の

再
活
用
や
特
産
物
の
品
質
向
上
と

い
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
森
課
長
は「
中

山
間
地
農
業
の
振
興
に
取
り
組

み
、
八
女
た
ち
ば
な
ブ
ラ
ン
ド
を

作
り
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
直
売
所

作
り
を
目
指
し
た
い
。
同
じ
よ
う

な
農
山
村
が
元
気
に
な
る
よ
う
頑

張
り
、全
国
の
直
売
所
が
絆
と
な
っ

て
、
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
被

災
地
に
元
気
と
笑
顔
を
届
け
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、西
日
本
新
聞
の
連
載
「
食

卓
の
向
こ
う
側
」
を
担
当
す
る
佐

藤
弘
編
集
委
員
の
講
演
の
ほ
か
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も

行
わ
れ
、
直
売
所
関
係
者
や
農
業

生
産
者
に
よ
っ
て
地
域
資
源
の
活

か
し
方
な
ど
が
語
ら
れ
る
な
ど
熱

気
の
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

12

道の駅たちばなの森課長による発表

白熱したパネルディスカッション

日向神ダム湖畔を軽快に走っていく市民ランナー

直
売
所
日
本
一
ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
る

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

走
っ
て
感
じ
る
さ
く
ら
色
の
健
康
　
交
わ
し
て
感
じ
る

さ
く
ら
色
の
笑
顔 

八
女
・
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

市
内
有
志
で
構
成
さ
れ
る
オ

リ
ー
ブ
研
究
会
に
よ
る
オ
リ
ー
ブ
植

樹
祭
が
３
月
25
日
㈰
、
黒
木
町
の

花
宗
湖
畔
オ
リ
ー
ブ
栽
培
研
究
試

験
圃
場
で
関
係
者
約
50
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
５
種
類
の
オ
リ
ー
ブ

の
苗
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
の
労
力
は
ミ
カ
ン

栽
培
の
半
分
以
下
と
言
わ
れ
、
耕
作

放
棄
の
防
止
と
解
消
の
対
策
の
一
環

と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。
実
は
搾
油

し
て
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
枝
は
薫
製

用
チ
ッ
プ
、
葉
は
オ
リ
ー
ブ
テ
ィ
ー
、

搾
油
後
の
搾
り
か
す
は
飼
料
と
し
て

使
用
で
き
、
八
女
産
の
食
材
と
の
組

み
合
わ
せ
で
特
産
品
に
付
加
価
値
を

つ
け
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
順

調
に
育
て
ば
、
３
年
後
に
は
収
穫
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

参加者による植裁のようす
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協定書にサインをし、互いに固い握手を交わしました

西島教育長が目録を受け取りお礼を言いました

星野村の山村留学生7人あいさつをする矢部村の山村留学生

ふれあいの家南筑後目指し元気に歩く子どもたち

ふ
る
さ
と
八
女
の
自
然
を
満
喫

山
村
留
学
生
が
訪
問

交
通
安
全
を
願
い
贈
る

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
災
害
時
物
資
輸
送
協
定
を
結
び
ま
し
た

第
12
回
21
世
紀
・
青
少
年
チ
ャ

レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
が
３
月
27
日
㈫

～
28
日
㈬
の
１
泊
２
日
で
行
わ
れ
、

市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
59
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
星
野
の
平
和
の
広
場

を
出
発
し
、
黒
木
の
城
山
公
園
な

ど
を
回
っ
て
山
内
の
ふ
れ
あ
い
の

家
南
筑
後
で
宿
泊
。
２
日
目
は
岩

戸
山
古
墳
公
園
・
岡
山
公
園
な

ど
を
経
由
し
て
お
り
な
す
八
女
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
全
行
程
約
50
キ
ロ

の
コ
ー
ス
を
参
加
者
全
員
が
完
歩

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
ふ
る
さ
と
八
女
の
素
晴
ら

し
い
自
然
を
満
喫
し
、
コ
ー
ス
上

に
設
定
さ
れ
た
課
題
を
み
ん
な
で

解
決
し
な
が
ら
、
学
校
や
学
年
の

垣
根
を
こ
え
て
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
途
中
で
足
や

お
な
か
が
痛
く
な
っ
て
泣
き
だ
す

子
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
励

ま
し
あ
っ
て
最
後
ま
で
歩
き
通
し
、

素
晴
ら
し
い
達
成
感
を
味
わ
い
ま

し
た
。

小
学
１
年
生
の
交
通
安
全
を
願

い
贈
ら
れ
る
「
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
」

の
贈
呈
式
が
３
月
28
日
㈬
、
教
育

長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
み
ず
ほ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
明
治

安
田
生
命
、
第
一
生
命
、
損
保
ジ
ャ

パ
ン
４
社
の
エ
リ
ア
代
表
４
人
が
、

市
内
の
小
学
１
年
生
５
２
７
人
分

の
目
録
を
西
島
教
育
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

矢
部
小
学
校
と
星
野
小
学
校

に
通
う
山
村
留
学
生
が
４
月
６
日

㈮
、
三
田
村
市
長
を
訪
問
し
ま
し

た
。
福
岡
市
や
糸
島
市
な
ど
か
ら

矢
部
村
が
４
人
、
星
野
村
が
７
人
。

子
ど
も
た
ち
は
寮
で
共
同
生
活
を

送
り
な
が
ら
、
稲
刈
り
な
ど
の
農

業
や
自
然
体
験
な
ど
を
し
ま
す
。

三
田
村
市
長
は
「
交
流
を
深

め
て
長
く
つ
き
あ
え
る
友
だ
ち
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
山
村
留
学

生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
を
し
た
子

ど
も
た
ち
。「
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん

作
り
た
い
」「
こ
ち
ら
の
生
活
に
早

く
な
れ
て
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」

な
ど
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い

生
活
へ
の
抱
負
を
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

㈳
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
原

重
則
会
長
）
と
八
女
市
は
３
月

29
日
㈭
、
災
害
時
の
緊
急
救
援

物
資
輸
送
に
関
す
る
協
定
を
結

び
ま
し
た
。
地
震
や
風
水
害
な
ど

の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
資

機
材
・
生
活
物
資
等
の
輸
送
業

務
を
速
や
か
に
、
か
つ
円
滑
に
実

施
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
田
村
市
長
は
「
合
併
後
、
本

市
は
中
山
間
地
域
を
抱
え
て
お

り
、
土
砂
災
害
な
ど
危
険
地
域
も

多
く
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
な
ど

も
多
い
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の

命
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
の

か
が
課
題
で
あ
り
、
今
回
の
協
定

は
非
常
に
心
強
く
あ
り
が
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
原
会
長
は
「
協
定

を
結
ん
だ
こ
と
で
、
災
害
時
に
は

す
ば
や
く
対
応
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
防
災

対
策
を
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

同
協
会
は
筑
後
市
長
浜
に
筑

後
緊
急
物
資
輸
送
セ
ン
タ
ー
を
平

成
23
年
５
月
に
建
設
。
通
常
は

研
修
な
ど
を
行
う
施
設
で
す
が
、

災
害
発
生
時
に
は
避
難
所
に
も
な

り
、
緊
急
支
援
物
資
保
管
倉
庫
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
も
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
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土
橋
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
平
成

18
年
に
土
橋
の
元
婦
人
部
が
立
ち

上
げ
、
毎
月
５
日
に
土
橋
公
民
館

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
桑
原
貴
美

子
会
長
を
中
心
に
20
人
が
活
動
し

て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
岡
山
校

区
の
服
部
照
子
さ
ん
を
講
師
に
招

き
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
参
加
者
全
員
の
血
圧
と
脈

拍
を
検
査
し
、
会
員
台
帳
に
記
録

し
ま
す
。
そ
の
後
、
ダ
ー
ツ
、
ゴ

ル
フ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
や
ボ
ー
ル
や
タ
オ
ル
、
棒
を
使
っ

た
体
操
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
楽

器
を
使
っ
た
踊
り
な
ど
を
し
て
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
す
。
茶
話

会
で
楽
し
く
語
り
あ
っ
た
後
、
最

後
に
童
謡
を
歌
っ
て
終
了
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
食
事
を
用
意

し
て
会
員
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
こ
の
日

を
楽
し
み
に
毎
月
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。（
小
川
博
文
）

立
花
町
北
山
に
あ
る
男
ノ
子
焼

の
里
（
同
保
存
会
近
見
泰
治
会

長
）
で
４
月
６
日
㈮
、
登
り
窯
の

安
全
を
祈
り
、
火
入
れ
の
神
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
窯
の
中
に
は
幼

稚
園
児
や
小
学
生
の
作
品
も
含
め

約
７
５
０
点
の
作
品
が
収
め
ら
れ
、

約
30
時
間
か
け
て
焼
き
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
男
ノ
子
焼
は
か
つ
て

柳
河
藩
の
御
用
窯
と
し
て
栄

え
た
焼
物
で
、
約
３
０
０
年
ぶ

り
に
再
興
し
、
陶
器
の
展
示

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
男
ノ

子
焼
の
里
で
は
陶
芸
体
験
も

で
き
ま
す
。

竹
資
源
の
高
付
加
価
値
利
用
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
「
竹
食
器
」
が
、
市
内
の
小
・

中
学
校
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
一

学
期
か
ら
導
入
さ
れ
た
の
は
、
福

島
中
学
校
、
南
中
学
校
、
西
中
学

校
、
見
崎
中
学
校
、
矢
部
中
学
校
、

上
陽
北
汭
学
園
中
学
校
・
小
学
校
、

星
野
中
学
校
の
８
校
。
生
徒
た
ち

は
３
種
類
の
真
新
し
い
お
わ
ん
と

お
皿
に
、
ご
飯
や
料
理
を
盛
っ
て

給
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、「
軽
く
て
扱
い
や
す

い
」「
市
内
の
竹
を
使
っ
た
食
器
で

い
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
食
器
は
、大
阪
の
食
器
メ
ー

カ
ー
㈱
岩
本
金
属
製
作
所
で
製
品

化
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
、
平

成
21
年
か
ら
、
立
花
地
区
の
小
・

中
学
校
・
保
育
所
で
給
食
用
食
器

と
し
て
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
改
良
を

重
ね
て
、
実
用
化
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
竹
粉
末
と
Ｐ
Ｌ
Ａ
（
生

分
解
性
樹
脂
）
を
ま
ぜ
て
、
植
物

性
１
０
０
％
の
原
料
で
つ
く
ら
れ

た
環
境
に
優
し
い
食
器
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
食
器
と
し
て
の
実
用
化

以
外
に
も
、
里
山
の
保
全
や
二
酸

化
炭
素
排
出
削
減
な
ど
、
低
炭
素

社
会
に
向
け
た
環
境
教
育
・
食
育

の
素
材
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
学
期
以
降
、
他
の
小
・

中
学
校
へ
も
順
次
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
食
器
の
特
徴
】

①
竹
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
竹

林
環
境
保
全
、
所
得
向
上
に
貢
献

で
き
る
。

②
Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
は
、
Ｐ
Ｃ
（
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ

ト
）
の
３
分
の
１
に
な
る
こ
と
か

ら
、
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
効
果

で
環
境
教
育
に
活
用
で
き
る
。

③
地
域
資
源
の
活
用
で
食
育
へ
活

用
で
き
る
。

④
軽
く
な
る
こ
と
で
持
ち
運
び
が

楽
に
な
り
、
労
務
の
軽
減
に
つ
な

が
る
。

「
花
わ
さ
び
収
穫
・
加
工
体
験
交
流
会
」
開
催
！

登
り
窯
の
安
全
を
祈
り
「
火
入
れ
の
神
事
」

土
橋
い
き
い
き
サ
ロ
ン

矢
部
村
葉
わ
さ
び
研
究
会
は
３

月
31
日
㈯
、「
花
わ
さ
び
収
穫
・
加

工
体
験
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
遠
方
は
北
九
州
市
か
ら
、
総

勢
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、ま
ち
と
む
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
福
岡
県
農
業
振
興
推
進
機
構

内
）
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

初
め
に
、
林
間
の
生
産
現
場
で

花
わ
さ
び
の
収
穫
体
験
を
行
っ
た

後
、
参
加
者
自
ら
が
収
穫
し
た
花

わ
さ
び
を
使
っ
て
、「
花
わ
さ
び
漬
」

の
加
工
体
験
し
ま
し
た
。
林
間
で

生
産
さ
れ
て
い
る
「
葉
わ
さ
び
」

を
初
め
て
見
た
参
加
者
は
、「
わ
さ

び
は
清
流
の
そ
ば
に
自
生
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
林
間
で
も

育
つ
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
」
と

驚
い
た
様
子
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

矢
部
村
で
は
、
今
後
も
葉
わ
さ

び
の
生
産
の
拡
大
は
も
と
よ
り
、

都
市
住
民
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

の
場
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

竹食器は「扱いやすい」と好評でした

花わさびの収穫を行う参加者の皆さん

火入れの前に安全を祈願しました

ボールを使ったゲームをしました

竹
食
器
が
八
女
市
の
小
・
中
学
校
で
導
入
開
始
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お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う
釈
迦

生
誕
花
ま
つ
り
が
４
月
８
日
㈰
、
亀

甲
の
釈
迦
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

地
区
に
は
約
２
０
０
年
前
に
釈
迦
堂

が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
毎

年
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
老
人
会

の
皆
さ
ん
が
前
年
７
月
に
摘
ん
で
も

ん
だ
甘
茶
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

お
参
り
に
訪
れ
た
人
は
、
花
で
飾

ら
れ
た
お
堂
の
下
に
安
置
さ
れ
た
お

釈
迦
様
に
無
病
息
災
を
願
い
な
が
ら

甘
茶
を
か
け
て
い
ま
し
た
。「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
近

所
の
女
性
は
家
族
の
た
め
に
甘
茶
を

持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

辺
春
５
区
自
主
防
災
組
織
の
防

犯
・
防
災
訓
練
が
、
３
月
18
日
㈰

に
旧
上
辺
春
小
学
校
で
行
わ
れ
、

約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

立
花
分
署
の
指
導
の
も
と
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
を
は

じ
め
、
消
火
器
・
ポ
ン
プ
を
使
っ

た
消
火
訓
練
、
水
害
等
に
対
応
す

る
た
め
の
土
の
う
作
成
や
水
防
工

法
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
参

加
し
た
中
村
智
子
さ
ん
は
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
便
利
で
有
用
な
機
械
だ
と
思

い
ま
す
。
訓
練
を
通
し
て
多
く
の

人
が
取
り
扱
う
こ
と
で
、
い
ざ
と

い
う
時
に
役
に
立
て
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
辺
春
駐
在
所
長
か
ら
辺

春
地
区
で
の
犯
罪
被
害
状
況
、
事

故
の
発
生
状
況
、
生
活
の
中
で
気

を
つ
け
る
べ
き
こ
と
な
ど
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

育
っ
た
草
花
を
愛
で
な
が
ら 

松
尾
弁
財
天
大
祭

４
月
５
日
㈭
、
立
花
町
上
辺
春

の
松
尾
地
区
で
松
尾
弁
財
天
大
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
や

山
菜
な
ど
の
地
域
の
食
の
バ
ザ
ー

を
は
じ
め
、
谷
ま
ゆ
み
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
や
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
等

も
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
は
、
昨
年

10
月
ご
ろ
か
ら
縁
あ
っ
て
交
流
を

深
め
て
い
る
天
神
山
自
治
会
（
春

日
市
）
の
子
ど
も
た
ち
約
50
人
等

が
参
加
し
、
公
民
館
前
か
ら
弁
財

天
ま
で
の
約
２
㎞
を
散
策
し
ま
し

た
。
同
自
治
会
は
、「
松
尾
百
笑
村
」

が
村
づ
く
り
に
関
す
る
農
林
水
産

大
臣
表
彰
を
受
け
た
記
念
の
植
樹

祭
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
昨
秋
植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
ス
イ
セ
ン
な
ど
を
愛
で
な
が

ら
、
春
休
み
の
最
後
の
日
に
、
田

舎
の
休
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
後
は
、
猪
肉

カ
レ
ー
や
山
菜
の
て
ん
ぷ
ら
な
ど
、

地
域
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

天
神
山
小
学
校
６
年
の
大
田
舞ま

な奈

さ
ん
と
古
屋
朱あ

か
ね音

さ
ん
は
、「
お
宮

へ
の
石
段
を
登
る
の
は
き
つ
か
っ

た
」「
秋
に
植
え
た
球
根
が
育
っ
て

き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
た
の
で

う
れ
し
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
手
作
り
の

肩
た
た
き
が
松
尾
地
区
の
全
世
帯

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
お
返
し
に

松
尾
地
区
か
ら
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼

虫
が
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

梅
野
義
樹
松
尾
地
区
自
治
会
長

は
「
子
ど
も
が
少
な
い
松
尾
地
区

に
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
く

だ
け
で
も
地
域
に
活
気
が
出
る
。

こ
れ
か
ら
も
交
流
を
深
め
た
い
」。

北
田
織の

ぼ
る天
神
山
自
治
会
長
は
「
松

尾
地
区
の
自
然
は
素
晴
ら
し
く
、

地
域
の
人
々
も
子
ど
も
た
ち
を
わ

が
子
、
孫
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
ホ
タ

ル
の
乱
舞
を
見
せ
た
い
し
、
た
け

の
こ
や
キ
ウ
イ
な
ど
の
農
産
物
の

こ
と
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今

後
も
末
永
く
お
付
き
合
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
す
な
ど

両
地
区
の
交
流
は
さ
ら
に
こ
れ
か

ら
深
ま
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

自主防災組織員による消火訓練のようす

甘茶を持ち帰る参拝客の皆さん

お手製の肩たたきのお礼にカブトムシの幼虫が贈られました

昨年植えたチューリップを見ながら歩きました

防
犯
・
防
災
を
考
え
る 

辺
春
５
区
自
主
防
災
組
織

お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う



お
知

ら
せ

　
文
芸
評
論
家
・
山
本
健
吉
先
生

の
25
回
忌
に
あ
た
り
、
山
本
健
吉

先
生
を
偲
ぶ
茶
話
会
を
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
５
月
７
日
㈪
10
時
～（
茶

話
会
）、
11
時
～
（
読
経
）

⃝
場
所
＝
無
量
寿
院
（
西
古
松
町
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
実
行
委
員
会
世
話

人
今
里
さ
ん
（
☎
２
４
・
３
３
３
０
）

⃝
日
時
＝
５
月
13
日
㈰
８
時
30
分

岩
戸
山
神
宮
前
出
発
※
小
雨
決

行
、
強
雨
時
は
５
月
20
日
㈰

⃝
コ
ー
ス
＝
岩
戸
山
神
宮
～
石
人
山

古
墳
（
広
川
町
）、
往
復
８
キ
ロ

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
含
む
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
荒
尾
さ

ん
（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

　

お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
事
例
発
表
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

⃝
期
日
＝
5
月
16
日
㈬
～
18
日
㈮

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
お
よ
び

周
辺

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課
（
☎

28
日
（
全
木
曜
日
13
時
30
分
～
15

時
30
分
）

②
エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス
＝
入
力
、

修
正
、
数
式
、
関
数
、
グ
ラ
フ
機
能

な
ど
、表
作
成
で
基
礎
を
学
び
ま
す
。

⃝
対
象
者
＝
文
字
入
力
・
マ
ウ
ス
操

作
が
で
き
る
人

⃝
日
程
＝
６
月
７
日
、14
日
、21
日
、

28
日
、
７
月
５
日
（
全
木
曜
日
19

時
～
21
時
）

③
ワ
ー
ド
入
門
コ
ー
ス
＝
同
窓
会
の

案
内
状
、
句
会
の
招
待
状
、
カ
レ
ン

ダ
ー
な
ど
日
常
生
活
に
役
立
つ
文
書

を
つ
く
り
な
が
ら
基
礎
を
学
び
ま
す
。

⃝
対
象
者
＝
文
字
入
力
・
マ
ウ
ス
操

作
が
で
き
る
人

⃝
日
程
＝
６
月
８
日
、15
日
、22
日
、

29
日
、
７
月
６
日
（
全
金
曜
日
10

時
～
12
時
）

①
～
③
共
通

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
棟

交
流
室
Ｂ

⃝
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）
５
月

８
日
㈫
８
時
30
分
か
ら
電
話
に
て

受
付
開
始

２
３
・
２
５
７
７
）
※
全
国
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
Ｈ

Ｐ　

http://w
w

w.denken.gr.jp/

⃝
日
時
＝
５
月
26
日
㈯
13
時
30
分
～

⃝
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

⃝
講
演
＝
演
題
「
最
近
の
子
育
て

事
情
に
つ
い
て
」
講
師
・
子
育
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
高
田
悦
也
さ
ん

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
が
輝
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
八
女
・
木
下
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
８
８
３
６
・
３
６
０
５
）

①
パ
ソ
コ
ン
は
じ
め
て
入
門
コ
ー
ス

＝
電
源
の
入
れ
方
、
マ
ウ
ス
操
作
・

文
字
入
力
・
案
内
文
の
作
成
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
初
め
て
の
人
向
け
の
コ
ー
ス

⃝
対
象
者
＝
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を

は
じ
め
た
い
人

⃝
日
程
＝
６
月
７
日
、14
日
、21
日
、

⃝
講
習
料
＝
千
円
と
テ
キ
ス
ト
代

※
各
講
座
は
重
複
受
講
で
き
ま
せ

ん
。各
講
座
と
も
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７・

オ
フ
ィ
ス
２
０
０
７
を
使
用
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画・生
涯
学
習
課（
☎
２
３・

１
３
１
８
）

　

身
近
な
問
題
や
現
代
的
課
題
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

⃝
日
程
＝
６
月
～
３
月
ま
で
の
各

月
１
回
※
受
講
無
料

⃝
学
習
内
容
＝
選
挙
関
係
、市
議
会・

県
議
会
傍
聴
、
環
境
学
習
、
町
並

み
見
学
、
市
議
と
の
懇
談
会
等

⃝
申
込
締
切
＝
５
月
18
日
㈮

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画・生
涯
学
習
課（
☎
２
３・

１
３
１
８
）

　
５
月
５
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
10
人
。
７
人
以
上
で

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
よ
う
学
級

（
政
治
学
級
）

第
34
回
全
国
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
協
議
会
総
会・
研
修
会

山
本
健
吉
を
偲
ぶ
茶
話
会

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

子
育
て
講
演
会
・
総
会

12月１日から「八女市空き家バンク」
がスタートしました。空き家を売りたい・
貸したい人がいらっしゃいましたら、下
記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上陽町・
立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝八女市空き家バンク情
報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

⃝業務内容＝児童センター管理運営
業務、児童センター利用児童の厚生・
指導および児童センターの施設管理
⃝応募要件＝児童福祉、児童教育分
野での職歴や活動経験がある人
⃝募集人員＝１人
⃝勤務条件＝八女市の規定による
⃝勤務日＝月、火、水、金、土曜
⃝勤務時間＝ 10 時 15 分～ 18 時
⃝任用期間＝７月１日～平成 25 年３
月 31日
⃝提出書類＝受験申込書（履歴書兼用）
⃝受付期間＝ 5 月 7 日㈪～ 5 月18 日
㈮（土・日は除く）、郵送の場合は５
月18 日㈮必着
⃝選考方法＝書類審査、作文および
面接
⃝試験日＝ 5 月 27 日㈰
⃝問い合わせ＝子育て支援課子育て
支援係（☎２３・１３５１）

児童センター非常勤嘱託職員募集

教
室
・
講
座

防災講演会
これからの大規模災害に備える

講師片田敏孝さん
　　（群馬大学教授）

5月22日㈫14：30～
おりなす八女ハーモニーホール

地
域
で
、
家
庭
で
、

災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
考
え

て
み
ま
し
ょ
う

八女市

入
場
無
料

お気軽にご利用ください
八女本所（☎２２・７４３０）
立花出張所（☎３７・１８００）
黒木出張所（☎４２・９４１１）
星野出張所（☎５２・３１７２）

http://www.yame-sjc.jp

八女広域シルバー人材センター
ホームページ開設しました

岩手県釜石市の防災危機管理アド
バイザー。市内の小中学校等で津
波避難の指導の結果、登校中の約
3000 人の小中学生のほぼ全員が
無事に避難。こうしたことから「釜
石の奇跡」と称されＮＨＫをはじ
め多くのテレビなどで報道された。

※おりなす八女講座受講生募集の詳細は 5 月15 日号に掲載します 16　2012.5.1　広報やめ
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山
の
キ
ャ
ン
プ
は
高
校
生
も
状
況
に

よ
っ
て
参
加
で
き
る
場
合
あ
り
ま
す
。

①
進
行
性
筋
委
縮
症
児
の
キ
ャ
ン

プ
（
定
員
30
人
）

⃝
対
象
＝
県
内
の
進
行
性
筋
委
縮

症
児
お
よ
び
保
護
者

⃝
期
間
＝
７
月
28
日
㈯
～
29
日
㈰

⃝
場
所
＝
国
民
宿
舎
ひ
び
き
（
宗

像
市
鐘
崎
７
９
ー
６
）

②
海
の
キ
ャ
ン
プ
（
定
員
50
人
）

⃝
対
象
＝
小
学
３
年
～
中
学
３
年

の
在
宅
の
肢
体
不
自
由
児
、

⃝
期
間
＝
８
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

⃝
場
所
＝
県
立
少
年
自
然
の
家「
玄

海
の
家
」（
宗
像
市
神
湊
）

③
山
の
キ
ャ
ン
プ
（
定
員
30
人
）

⃝
対
象
＝
海
の
キ
ャ
ン
プ
と
同
じ

⃝
期
間
＝
８
月
25
日
㈯
～
27
日
㈪

⃝
会
場
＝
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡

筑
前
町
大
字
三
ケ
山
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
２
３・

１
３
３
５
）

⃝
研
修
国
＝
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ

⃝
研
修
時
期
＝
11
月
11
日
㈰
～
11

月
18
日
㈰

⃝
応
募
資
格
＝
県
内
に
居
住
し
、

平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
20
歳
以

上
65
歳
以
下
で
、
団
体
や
企
業
で

男
女
共
同
参
画
等
に
関
す
る
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
帰
国

後
も
活
動
を
期
待
で
き
る
人
。

開
催
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

⃝
日
程
＝
５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

10
時
～
17
時

⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
講
師
＝
森
山
虎
雄
さ
ん
・
森
山

富
子
さ
ん
（
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者
）

⃝
内
容
＝
コ
ー
ス
タ
ー
（
干
支
12

枚
）、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
（
１
枚
）

⃝
受
講
料
＝
１
万
５
千
円

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

⃝
日
時
＝
６
月
９
日
㈯
13
時
15
分

開
始
～
10
日
㈰
11
時
30
分
終
了

⃝
会
場
＝
県
立
ふ
れ
あ
い
の
家
南

筑
後
（
八
女
市
山
内
）

⃝
内
容
＝
ア
ウ
ト
ド
ア
ゲ
ー
ム
・
野
外

炊
飯
・
活
動
の
楽
し
さ
と
リ
ス
ク
等

⃝
対
象
＝
子
ど
も
会
指
導
者
等

⃝
参
加
費
＝
１
２
０
０
円
（
保
険

料
、
シ
ー
ツ
代
、
食
事
代
）

⃝
申
し
込
み
＝
男
女
共
同
参
画
生

涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
を
対
象

に
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

⃝
講
習
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
基
礎
知
識

あ
る
人
を
対
象
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
取
り
入
れ
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
り
、
就
労
に
結
び
つ
け
る
。

⃝
期
日
＝
６
月
12
日
～
６
月
29
日

の
平
日
（
火
・
水
・
木
・
金
）
夜

間
（
18
時
～
21
時
）
12
日
間

⃝
定
員
＝
20
人
※
託
児
は
事
前
予

約
、
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

⃝
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
２

５
０
０
円
程
度
自
己
負
担
）

⃝
締
切
＝
５
月
23
日
㈬
必
着

⃝
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

⃝
申
込
先
＝
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１
）
※
申
込
書
は

子
育
て
支
援
課
に
準
備
し
て
い
ま

す
。（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　
　

参
加
無
料
。
希
望
者
は
５
月
７

日
㈪
か
ら
５
月
21
日
㈪
ま
で
に
福
祉

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
海
・

※
公
務
員
や
学
生
、
過
去
同
種
の

海
外
派
遣
事
業
に
公
的
な
経
費
に

よ
り
参
加
し
た
人
は
除
き
ま
す
。

⃝
募
集
人
員
＝
20
人
※
書
類
選
考

と
面
接
選
考
あ
り

⃝
海
外
研
修
費
用
＝
25
万
円
程
度

⃝
募
集
期
間
＝
5
月
7
日
㈪
～
6

月
8
日
㈮

⃝
申
し
込
み
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
４
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
男
女
共

同
参
画
推
進
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
３
９
１
）

⃝
訪
問
国
＝
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
中
国

⃝
時
期
＝
11
月
11
日
㈰
～
18
日
㈰

⃝
募
集
人
員
＝
30
人

⃝
応
募
資
格
＝
平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
18
歳
以
上
35
歳
以
下
の
人

⃝
負
担
金
＝
９
万
９
千
円

⃝
募
集
期
間
＝
６
月
20
日
㈬
ま
で

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
庁
青
少
年
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
６
）

⃝
採
用
予
定
・
勤
務
先
＝
①
看
護

師
Ｂ
（
５
人
程
度
）
公
立
八
女
総

合
病
院
②
看
護
師
Ｃ
（
２
人
程
度
）

み
ど
り
の
杜
③
作
業
療
法
士
（
２

人
程
度
）
回
寿
苑
④
理
学
療
法
士

（
２
人
程
度
）
回
寿
苑
⑤
臨
床
工
学

技
士
（
１
人
程
度
）

⃝
受
験
資
格
＝
①
昭
和
47
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
有
資
格
者　

②
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
有
資
格
者
で
病
院
勤
務
経
験

３
年
以
上　

③
④
昭
和
52
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
有
資
格
者　

⑤
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
有
資
格
者

⃝
試
験
日
＝
①
～
④
５
月
22
日
㈫

⑤
６
月
９
日
㈯

⃝
申
し
込
み
期
限
＝
①
～
④
５
月

11
日
㈮
、
⑤
５
月
18
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
総
務
課

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）
※
Ｈ
Ｐ
も

ご
覧
く
だ
さ
い

就
業
支
援
講
習
会

プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
研
修
２
級

福
岡
県
青
年
の
翼

公
立
八
女
総
合
病
院
職
員

肢
体
不
自
由
児
の
海
と
山
の
キ
ャ
ン
プ

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」
団
員

最近もの忘れが気になると心配してい
る人を対象に検診（無料）を行います。
⃝日時＝６月２０日㈬13時～
⃝場所＝八女市立花総合保健福祉セ
ンターかがやき
⃝対象者＝もの忘れが気になる人で
専門医療機関を受診していない人
⃝定員＝20人程度(定員になり次第締め切り)
⃝申し込み方法＝電話にて申込受付をします
⃝連絡先＝地域包括支援センター（☎２３・１２０３）

　青年相互の仲間づくりと情報交
換を行いながら、地域の活性化を
担うグールプやリーダー養成を目的
とした青年サークルの参加者を募
集します。仲間づくりや、同世代と
の充実した時間を過ごしませんか。
多数のご参加をお待ちしています。
⃝内容＝参加者で企画・立案し実
践します（ボランティア、レクリエー
ション、各種研修会参加など）
⃝期間＝６月～３月
⃝対象＝八女市内在住または八女
市に勤務する18～35歳の男女
⃝参加費＝内容に応じて徴収
⃝申込締切＝５月18日㈮
⃝申し込み・問い合わせ＝男女共
同参画・生涯学習課
（☎２３・１３１８）

青年サークル参加者募集

もの忘れ予防検診

最
近
、

物
忘
れ
が

気
に
な
る

わ
…
…

無料
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⃝
受
験
資
格
＝
中
卒
以
上
ま
た
は

そ
れ
と
同
等
の
学
力
を
有
し
、
給

食
施
設
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、
魚

介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業

の
施
設
に
お
い
て
調
理
業
務
従
事

経
験
２
年
以
上
の
人

⃝
試
験
日
時
＝
７
月
29
日
㈰

⃝
試
験
会
場
＝
西
南
学
院
大
学

⃝
受
験
手
数
料
＝
６
１
０
０
円

⃝
受
験
願
書
＝
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
で
配
布
中
。
福
岡
県
庁
Ｈ

Ｐ
（http://w

w
w.pref.fukuoka.

lg.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

⃝
申
込
方
法
＝
５
月
28
日
㈪
～
６

月
１
日
㈮
ま
で
に
、
必
要
書
類
を

住
所
地
ま
た
は
就
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
へ
提
出

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必

要
）」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
６
月
利
用
者
の
会
＝
５
月
19
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

労
働
力
調
査
は
日
本
の
失
業
率
や

祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
１
８
５
）

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
父
子

家
庭
の
お
父
さ
ん
ま
た
は
離
婚
協

議
中
の
人
を
対
象
に
養
育
費
の
電

話
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⃝
受
付
時
間
＝
平
日
９
時
～
16
時

⃝
相
談
電
話
＝
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重

要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や

都
道
府
県
の
雇
用･

失
業
対
策
の

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
に
選
定
さ
れ
た
皆
様
の

お
宅
に
調
査
員
が
伺
っ
た
際
に
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
提
出

さ
れ
た
調
査
票
は
厳
重
に
保
管
さ

れ
、
統
計
資
料
を
作
成
す
る
こ
と

の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎
２
３・

１
１
１
１
）

　
八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
リ
サ

イ
ク
ル
肥
料
１
袋
（
10
キ
ロ
グ
ラ
ム

入
り
）
を
40
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

袋
詰
め
し
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

⃝
販
売
日
＝
毎
週
水
曜
日

⃝
主
な
成
分
＝
窒
素
、
り
ん
酸
な
ど

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
中
部
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
４
・
５
４
１
９
）

　
毎
年
５
月
初
め
に
４
月
１
日
現

在
の
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人

に
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

送
っ
て
い
ま
す
。
５
月
31
日
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
県
税
事
務
所
や

金
融
機
関
の
ほ
か
に
、
コ
ン
ビ
ニ
を

利
用
す
る
と
土
日
や
夜
間
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
県
税
事
務

所
（
☎
０
９
４
２・３
０・１
０
７
８
）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
リ
サ
イ
ク
ル
肥
料

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で
に

　軽自動車税には１台に限り減額免除の制度があり
ます。次の事項に該当する人は、軽自動車納税通
知書が届いてから 5 月25日㈮までに申請してくだ
さい。ただし、すでに普通自動車税（県税）の減
額免除を受けている人は除きます。また、障害の
級により対象とならないこともあります。なお、昨
年までに申請をしてその内容に変更のない人は継
続して減額免除になりますが、所有者・車体等に
変更があった場合は新たに申請が必要になります。
◦対象者＝①身体障害者手帳・療育手帳・保健福
祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちで、一定の要件を
満たす人
②「①」の人と同一世帯の人
③身体しょうがい者等（身体しょうがい者等のみで
構成する世帯に限る。ただし、常時介護者の証明
があればこのかぎりではない）を常に介護する人
◦対象となる車＝身体しょうがい者、知的しょうが
い者、精神しょうがい者、戦傷病者の所有する車（同
一世帯者の所有する車も含む）
◦申請の時に持参する物＝【①の場合】身体障害
者手帳・療育手帳・保健福祉手帳・戦傷病者手帳
のいずれか／印鑑／軽自動車税の納税通知書／運
転免許証／車検証

【②③の場合】証明書等が必要になる場合がありま
すが、昨年より一部取り扱いが変更になっています。
詳しくはお問い合わせください。
◦問い合わせ＝本庁税務課（☎２３・１１１２）
・黒木総合支所市民生活福祉課（☎４２・１１１３）
・立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３２）
・上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
・矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
・星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

養
育
費
の
電
話
相
談

放
射
線
治
療
は
が
ん
の
一
般
的
な
治
療

方
法
の一つ
で
、
手
術
と
同
様
に
が
ん

を
治
す
た
め
に
行
う
根
治
的
な
治
療
か
ら
、

脳
転
移
や
骨
転
移
な
ど
に
よ
る
症
状
緩
和
の

た
め
に
行
う
緩
和
的
な
治
療
ま
で
幅
広
く
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
立
八
女
総
合
病
院
で
は
最
先
端
の
機

能
を
備
え
た
装
置
を
導
入
し
、
高
精
度
な

放
射
線
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は

毎
回
の
治
療
直
前
に
が
ん
病
巣
の
状
況
を
確

認
し
、
位
置
を
微
調
整
し
て
か
ら
治
療
を
行

う
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
）
を

行
っ
て
お
り
、
効
果
が
高
く
副
作
用
が
少
な

い
治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
脳
転

移
や
肺
が
ん･

肝
が
ん
に
対
し
て
は
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
照
射
で
あ
る
定
位
放
射
線
治
療
も

行
っ
て
お
り
、
２
０
１
０
年
12
月
か
ら
は
強

度
変
調
回
転
放
射
線
治
療
（
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
に

よ
る
前
立
腺
が
ん
の
治
療
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ガ
ン
ト
リ
（
放
射
線
を
照
射

す
る
部
分
）
を
体
の
周
り
で
回
転
さ
せ
な
が

ら
が
ん
病
巣
に
集
中
的
に
放
射
線
を
照
射

す
る
最
新
の
照
射
技
術
で
、
治
療
効
果
が
さ

ら
に
上
が
る
と
同
時
に
副
作
用
を
さ
ら
に
低

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
非
常
に
有
効
な
治

療
法
で
す
。
こ
れ
ら
の
治
療
は
入
院
せ
ず
に

仕
事
や
日
常
生
活
を
維
持
し
な
が
ら
外
来

通
院
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
当
院
の
放

射
線
治
療
は
す
べ
て
健
康
保
険
が
適
用
さ

れ
、高
額
療
養
費
の
制
度
も
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女
総
合
病
院
放
射

線
治
療
室
（
☎
２
３・４
１
３
１
）

24
年
度
福
岡
県
調
理
士
試
験

最新の放射線治療のご案内
公立八女総合病院

軽自動車税の減免について



広報やめ　2012.5.119

無料法律相談
◦ 5 月17日㈭（5/7 予約開始）、6 月7日
　㈭（5/25 予約開始）13:00～ 16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦ 5 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 5 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 5 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 5 月 18 日 ㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦5月10日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦5月21日㈪９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦5月15日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支所
◦5月18日㈮13:00 ～14：00/そよかぜ（星野）
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦5月11日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
◦6月1日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館、
　 ふじの里（黒木）、地域福祉センタ―（上陽）、
　立花市民センター、星野支所、矢部公民館
行政相談（総務課☎２３・１１１１）
◦5月16日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月2日㈬、16日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月14日㈪13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月16日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
司法書士相談（社協☎２３・０２９４）
◦5月11日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月18日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎２３・０２９４）
◦5月2日㈬、16日㈬13:30 ～ 16:00

　／社会福祉会館
◦5月9日㈬、23日㈬13:30 ～
　16:00 ／地域福祉センター（上陽）
◦5月2日 ㈬、16日 ㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月9日 ㈬、23日 ㈬9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
税務相談
◦5月14日㈪10:00～15:00/商工会議所
経営支援相談会（中小企業診断士による巡回アドバイス）
◦毎週月曜日13:30～16:30/商工会議所
　※予約☎２２・５１６１
社会保険個別相談
◦5月16日㈬10:00～15:00/商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約☎0942・33・6215
不動産相談
◦5月23日㈬13:00～15:00/商工会議所
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦5月15日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦5月10日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月11日㈮・15日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月15日㈫10:00 ～12:00／かがやき（立花）
◦5月24日㈭10:00 ～12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）

◦月～金曜８:30～16:30 ／八女市役所
消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／黒木総合支
所１階第３相談室☎４２・１１１１

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:40
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ※予約☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19:00 ～ 20:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
八女市地域包括（本所内）23・1203
八女市東部地域包括（黒木総合支所
内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
八女市社会福祉協議会（☎23・0294）
／上陽支所（☎５４・３６２９）
／黒木支所（☎４２・２１３１）
／立花支所（☎３７・００３６）
／矢部支所（☎４７・３１２３）
／星野支所（☎５２・３１６５）

火災出火件数   5件 （  11件）
救急出動件数 259件  （754件）
救急搬送人数 245人 （715人）

発生件数 36件 （101件）
傷　　者 52人 （142人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 69,023  (-268)
男 32,543  (-141)
女 36,480  (-127)

世帯数 23,967  (  + 1)
　※（　）内は前月比

出生 29 人 転入 234人
死亡 86 人 転出 445人

相談はお気軽にどうぞ

◦固定資産税（第1期）
◦軽自動車税（全期）
◦住宅家賃
◦保育料

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（４月1日現在）

▼３月の異動
納期限・口座振替日は5月31日㈭

※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞
金が加算されることになります。※納付書をなくさ
れた人は担当課へご連絡ください。

５
月
に

納
め
る
も
の

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約



●ほたると石橋の館　住所 ／ 八女市
上陽町北川内589-2　営業時間 ／ 10
時～ 18時　定休日  ／ 水曜日　●問
い合わせ　ほたると石橋の館（☎54・
2150）

し
ゃ
く
な
げ
や
ツ
ツ
ジ
、
れ
ん
げ
や

大
藤
な
ど
の
色
と
り
ど
り
の
花
々
が

満
開
の
時
季
を
迎
え
ま
し
た
。
花
の

香
り
に
誘
わ
れ
て
あ
ち
こ
ち
に
出
掛

け
た
く
な
る
よ
う
な
心
は
ず
む
季
節

で
す
。
そ
ん
な
花
の
香
り
と
と
も
に

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
漂って
く
る
の
は

お
茶
の
香
り
。
４
月
下
旬
ご
ろ
か
ら一

番
茶
の
摘
採
が
始
ま
り
、
茶
工
場
は

一斉
に
稼
働
し
始
め
、八
女
に
お
茶
シ
ー

ズン
の
到
来
で
す
。

八
女
茶
の
歴
史
を
た
ど
って
み
る

と
始
ま
り
は
室
町
時
代
。
今
か
ら
約

６
０
０
年
前
の
室
町
時
代
中
ご
ろ
、

栄
林
周
瑞
禅
師
が
霊
巌
寺
（
黒
木

町
笠
原
）
を
建
立
し
、
明
（
現
在
の

中
国
）か
ら
持
ち
帰っ
た
お
茶
の
種
を

ま
い
て
製
法
を
伝
授
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
八
女
は
九
州
最
大
の
河

川
で
あ
る
筑
後
川
と
矢
部
川
の
清
流

に
挟
ま
れ
、
肥
沃
な
土
壌
と
豊
富
な

伏
流
水
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
り
、

お
茶
を
栽
培
す
る
の
に
適
し
た
場
所

で
す
。
特
に
山
間
地
は
朝
と
夕
に
発

生
す
る
霧
が
多
い
た
め
、う
ま
み
や
甘

み
が
凝
縮
さ
れ
た
おい
し
い
玉
露
や
高

級
煎
茶
が
生
産
さ
れ
る
の
で
す
。
ま

た
、
自
然
条
件
だ
け
で
は
な
く
、
茶

畑
の
手
入
れ
や
剪
定
な
ど一年
中
栽

培
管
理
す
る
お
茶
農
家
の
人
の々
深
い

愛
情
が
あって
こ
そ
、おい
し
いお
茶
が

生
ま
れ
る
の
で
す
。

新
茶
が
で
き
始
め
る
と
市
内
各
地

で
は
お
茶
に
ち
な
ん
だ
イ
ベン
ト
が
催

さ
れ
ま
す
。
早
く
も
毎
年
５
月
初
旬

に
上
陽
町
の
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
で
は

「
八
女
上
陽
新
茶
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
新
茶
の
試
飲
販
売
や
おい
し
い

お
茶
の
淹
れ
方
教
室
（
要
予
約
）、
茶

摘
み
体
験
（
要
予
約
）
な
ど
が
行
わ

れ
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

普
段
何
気
な
く
家
庭
で
淹
れ
る

お
茶
、
職
場
で
お
客
さ
ま
に
淹
れ
る

お
茶
、
ぜ
ひ
八
女
茶
で
心
を
込
め
た

お
も
て
な
し
の一杯
を
淹
れ
て
み
ま
せ

ん
か
！(

関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ
）

※本ページ右下のサービス券を、ほたる
と石橋の館の粉茶ソフトクリームの購入
時に持参されると50円引きします。
※先着30人限定
（有効期限：平成24年5月30日まで）

茶
の
く
に　
　
　
　
　

◇18

　
　
　

    

茶
の
香
漂
う 

八
女
・
奥
八
女

原 光
こうすけ

佑ちゃん

Ｈ23年5月13日生（兼松）
お誕生日おめでとう♡お
兄ちゃんのように元気で
体の強い子に育ってね！

めいちゃんお誕生日お
めでとう。お姉ちゃん
と仲良く遊んでね。

はるちゃん♪いつも笑
顔をありがとう♡優し
い女の子になってね！

祝☆1歳！桜介くんの
笑顔が皆の力！強く優
しく育ってね！

乙丸 琳
り ん か

佳ちゃん

内藤 雄
ゆうさく

策ちゃん

Ｈ23年5月2日生（平田）

Ｈ23年5月11日生（北木屋）

上村 明
め い

愛ちゃん

谷山 春
は る か

果ちゃん

福留 桜
おうすけ

介ちゃん

Ｈ23年5月2日生（納楚）

Ｈ23年5月11日生（本）

Ｈ23年5月26日生（本町）

いつもニコニコ笑顔の
琳佳ちゃん♡一歳のお
誕生日おめでとう♪

お誕生日おめでとう！
すくすくと元気に育っ
てね。

英君1歳おめでとう！
歌とおにぎりが大好
き。大きくなーれ！

てっしょうくん1歳おめ
でとう！これからも元気
にすくすく育ってね♡

生まれてきてくれてあ
りがとう♡笑顔のカワ
イイ瑞希でいてね‼

いっちゃん生まれてきてく
れてありがとう。その笑顔
で家族全員幸せになるよ。

諒太郎君お誕生日おめ
でとう。すくすく元気
に大きくなってね♡

1歳おめでとう！のびの
び♡すくすく　元気に
大きくなってね！

1歳の誕生日おめでと
う♪明るく元気に育っ
てネ。

お誕生日おめでとう♡い
つまでも笑顔あふれる
ゆめちゃんでいてね♡

あいちゃんの笑顔がみん
な大好き♡これからも元
気にたくさんあそぼうね。

西尾 樹
いつき

ちゃん

岳 諒
りょうたろう

太郎ちゃん 中村 昴
す ば る

流ちゃん

近藤 愛
ま な か

栞ちゃん 吉田 ゆめちゃん

中原 杏
あ い

生ちゃん

山口 英
え い し ろ う

志郎ちゃん横山 鉄
てっしょう

将ちゃん

冨安 瑞
み ず き

希ちゃん

Ｈ23年5月6日生（立野）

Ｈ23年5月18日生（北木屋） Ｈ23年5月23日生（上辺春）

Ｈ23年5月2日生（高塚） Ｈ23年5月2日生（本分）

Ｈ23年5月24日生（蒲原）

Ｈ23年5月11日生（半沢）Ｈ23年5月9日生（平田）

Ｈ23年5月25日生（吉田）

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

おたんじょうび
おめでとう

観光振興課 いで

▼
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し

た
物
産
館「
と
き
め
き
」。
中

に
入
る
と
こ
ん
な
も
の
も
市
内

で
作
ら
れ
て
い
た
ん
だ
と
新
し

い
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。皆
さ
ん

一
度
と
は
言
わ
ず
二
度
三
度
お

越
し
く
だ
さ
い
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
桜
の
季
節
か
ら
新
緑
の
季
節

へ
。八
女
の
最
も
美
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
今
は
も
う
い
な
い

両
親
と
と
も
に
、
お
茶
摘
み
を

し
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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粉茶
ソフ
トク
リー
ム

50
円引
き

（ほ
たる
と石
橋の
館）

H2
4.5
.30

有
効
期
限茶のくに サ

ービス券

満１歳のお子さまの写真
を募集しています。名前・
生年月日・住所・簡単な
コメント（30字以内）を
添えて、誕生日前月の7日
までに直接お持ちいただ
くか、郵送でお申し込みく
ださい。応募多数の場合
は先着順となります。写
真はお返ししていません。
●申し込み＝市長公室秘
書広報係（☎23・1110）


